
写真
募集

「はじめまして」コーナーに掲載するお子さんの写真を募集しています。スマートフォン・
パソコンからもお手軽に応募できます。詳しくは市ホームページをご覧ください。（トップ
ページ→募集を探す→広報おおたけ「はじめまして」にお子さんの写真を掲載しませんか）
※応募が多い場合には、掲載時期が次号以降になる場合があります。

は じ め ま し て

編
集

発
行

　
大

竹
市

総
務

部
企

画
財

政
課

〒
739-0692 広

島
県

大
竹

市
小

方
1

-1
1

-1
☎

0827-59-2111㈹
　

　
0827-57-7130

　
https://w

w
w

.city.otake.hiroshim
a.jp/

印
刷
／
株
式
会
社

　
ニ
シ
キ
プ
リ
ン
ト

FA
X

H
P

広
報
お
お
た
け

令
和

６
年

９
月

1日
発

行
通

巻
1286号

「広報おおたけ」の音訳版（CD）、点訳版があります。
必要な方は社会福祉協議会（☎52-2211）まで。 防災行政無線テレホンサービス 0120-590-131 ※通話料無料

福本　康大郎 くん（左）
こうたろうふくもと

元気で仲良しな兄弟です。
いっぱい遊ぼうね。

小西　桜人 くん（左）
おとこにし

小西　結菜 ちゃん（右）
ゆなこにし

お姉ちゃんと仲良くしてね！

重田　理翔 くん
りとしげた

元気にすくすく育ってね！
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大
竹
市
の
魅
力
を
発
信
し
、
応
援
す
る

『
大
好
き
大
竹
応
援
大
使
』
に
大
竹
市
出

身
の
舞
原
ミ
キ
さ
ん
と
二
階
堂
和
美
さ
ん

が
登
録
し
、
７
月
23
日
に
市
長
か
ら
登
録

証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

舞
原
ミ
キ
さ
ん

　
日
本
大
学
芸
術
学
部
演
劇
学
科
で
演
劇

を
は
じ
め
、
西
洋
舞
踊
や
日
本
舞
踊
、
作

品
創
作
、
舞
台
制
作
を
学
ぶ
。
井
上
苑
子

『
せ
か
い
で
い
ち
ば
ん
』
の
Ｐ
Ｖ
に
出
演
。

山
本
寛
斎
『
日
本
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

ダ
ン
サ
ー
、
中
山
秀
征
『
ヒ
デ
ラ
イ
ブ
』

メ
イ
ン
ダ
ン
サ
ー
を
経
験
し
て
い
る
。
現

在
は
、
舞
踊
家
・
ト
レ
ー
ナ
ー
・
フ
ォ
ト

グ
ラ
フ
ァ
ー
と
し
て
幅
広
く
活
動
中
。

二
階
堂
和
美
さ
ん

　

ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
音
楽
性

と
、
類
い
ま
れ
な
歌
唱
・
表
現
力
で
国
内

外
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
。
大
竹
市
制
施
行
60
周
年
記

念
事
業
と
し
て
公
式
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
大
竹
で
生
き
て
い
る
」
を
作
詞
・
作
曲
・

歌
唱
。
ア
ル
バ
ム
な
ど
Ｃ
Ｄ
作
品
は
20
作

を
超
え
、映
画
の
主
題
歌
や
テ
レ
ビ
番
組
、

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
幅
広
く
活
躍
。
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
寺
院
大
龍
寺
の
第
14
世
住
職

で
も
あ
る
。

大好き大竹応
援大使のホー
ムページはこ
ちらから。

新たに『大好き大竹応援大使』になっ
た二階堂和美さん（左）と舞原ミキ
さん（右）

入
山
市
長
か
ら
登
録
証
を

手
渡
さ
れ
る
舞
原
さ
ん

入
山
市
長
か
ら
登
録
証
を

手
渡
さ
れ
る
二
階
堂
さ
ん

大好き大竹応援大使に
新メンバー登録

問い合わせ
　企画財政課　☎59-2124

お
め
で
と
う

[to be continued]
こ
の
ま
ち
の
物
語
は
、さ
ら
に
つ
づ
き
ま
す
。

子
ども
た
ち
の子

ど
も
た
ち
の
子
ども
た
ち
へ

●祝
市
制
施
行
70周

年
大
好
き
お
お
た
け

人
と
ま
ち
を
結
ぶ
情
報
紙

広
報
お
お
た
け

No.1286
092024 令和

６
年

９
月
１
日
の
市
制
施
行
70周

年
記
念
行
事『
笑
顔
・
元

気
♥
か
が
や
く
大
竹
　
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ
』は
、ア
ゼ

リ
ア
お
お
た
け
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

８
月
９
日
　
に
じ
い
ろ
こ
ど
も
園
で
、『
こ
ど
も
な
つ
ま
つ
り
』
が
、
に

ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。み
ん
な
で
踊
っ
た
り
、
風
船
釣
り
や
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。年
中
組
の

子
ど
も
た
ち
は
、く
じ
引
き
で
当
て
た
景
品
を
手
に
市
制
施
行
70周

年
を
祝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
の
子
ど
も
た

ち
」ま
で
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
た
い
大
竹
市
で
す
。



02 表彰・感謝状/大竹駅西口　ロータリー変更/
道路の片側にしかないバス停での乗り場は？

03 木野支所が廃止となります/カープのナンバープレートにしませんか
04 カメラスケッチPART1

05 ブラタケシ
オオ

大竹多叉路散歩た さ ろ

08 健康増進普及月間
09 健康マイスター募集/睡眠セミナー
10 自殺予防週間
11 おむつ等宅配事業/救急医療週間
12 第28回コイ♥こいフェスティバルイン・おおたけ　出店者・出演者募集

13 市文化祭　作品募集
14 児童手当の支給対象が拡充
15 入学したい学校が選べる「学校選択制」/給食センターへ行こう
16 動物愛護週間/啓発用看板を配布しています
17 飼い犬の登録と狂犬病予防注射が義務付けられています/

犬・猫の引き取りは県動物愛護センターへ/
農業振興地域内からの除外申し出/ボートレース宮島カレンダー

18 市制施行70周年連載企画  振り返る70年
第６回 阿多田島の危機から始まった「昭和49年」

20 年金のはなし/シニアクラブで地域の仲間づくりをしてみませんか
21 安部友裕さんに学ぶ覇（歯）気活/大好き大竹応援大使　三宅

由利子さん　トーク＆パフォーマンス/在宅高齢者実態調査
22 消費者シリーズ/おおたけクリーンキャンペーン　市内一斉清掃
23 大竹小で自転車安全教室/おおたけ・ごみ事情/環境の日
24 瀬戸内リレーマラソンin大竹/歴史の証人
25 としょかんだより
26 情報ステーション
32 カメラスケッチPART2
34 10月の先取り情報ステーション
35 休日診療/休日水道修理・使用開始
36 はじめまして/大好き大竹応援大使に新メンバー登録

掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

　
大
竹
駅
の
西
口
に
送
迎
用
駐
車

場
と
交
流
広
場
を
整
備
す
る
た
め
、

仮
設
ロ
ー
タ
リ
ー
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

　
工
事
中
は
、
工
事
看
板
や
標
識

を
確
認
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き

　
９
月
28
日
㈯
21
時
〜

　
大
竹
・
栗
谷
線
や
坂
上
線
の
バ

ス
で
は
、
バ
ス
停
標
識
が
道
路
の

片
側
に
し
か
な
い
停
留
所
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
「
片
側
バ
ス
停
」

と
呼
び
ま
す
。

片
側
バ
ス
停
で
の
乗
車
方
法

　
道
路
の
片
側
に
し
か
バ
ス
停
標

識
が
な
い
と
き
も
、
バ
ス
を
利
用

で
き
ま
す
。
標
識
が
立
っ
て
い
る

場
所
か
ら
道
路
を
挟
ん
だ
反
対
側

で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
反
対
側
で

待
っ
て
い
る
場
合
も
、
到
着
時
刻

な
ど
は
、
標
識
が
立
っ
て
い
る
時

刻
表
に
掲
示
し
て
い
る
と
お
り
で

す
。

※
こ
い
こ
い
バ
ス
に
「
片
側
バ
ス

停
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
お

が
た
ピ
ア
」「
黒
川
会
館
」
は
、

大
竹
駅
行
き
と
玖
波
駅
行
き
の
停

留
所
が
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
の
で
、
利
用
す
る
際
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

広島県スポーツ推進委員協議会
表彰・感謝状

　長年にわたりスポーツの普及振興に尽力さ
れた功労者として、スポーツ推進委員の岡本晶
子さん（右）に表彰状が、小守朗弘さん（左）に
感謝状が、県スポーツ推進委員協議会会長か
ら贈呈されました。

CONTENTS
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CONTENTS
2024 SEP. No.1286

広報おおたけ⑨

おおたけPRキャラクター「コイちゃん」

大竹駅西口
ロータリー変更

問い合わせ
　都市計画課
　☎59-2167

道
路
の
片
側
に
し
か
な
い

バ
ス
停
で
の
乗
り
場
は
？

問
い
合
わ
せ

　

自
治
振
興
課　

☎
59
２
１
４
２

　
木
野
支
所
を
９
月
末
を
も
っ
て

廃
止
し
ま
す
。
昭
和
40
年
度
に
開

所
し
た
木
野
支
所
は
、
そ
れ
か
ら

59
年
も
の
歴
史
を
木
野
地
区
の
住

民
と
共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
木
野
保
育
所
を
併
設
し
、
平
成

19
年
４
月
に
休
園
と
な
る
ま
で
、

木
野
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
温
か
く
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
建
設
当
初
の
た
た
ず
ま
い
の
ま

ま
半
世
紀
以
上
木
野
地
区
に
あ
り

続
け
た
施
設
で
す
が
、
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
今
後
は
、
解
体
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
広
島
ナ
ン
バ
ー
地
域
で
は
、
昨

年
10
月
か
ら「
広
島
東
洋
カ
ー
プ
」

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
地
方
版
図
柄

入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
い
つ
で
も
交
換
可
能

　
新
車
・
中
古
車
の
購
入
時
に
限

ら
ず
、
使
用
中
の
車
で
も
番
号
を

変
更
す
る
こ
と
な
く
交
換
で
き
ま

大
竹
木
野
郵
便
局
で

市
の
事
務
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
10
月
１
日
㈫
か
ら
、
木
野
支
所

で
実
施
し
て
い
た
市
の
事
務
の
一

部
を
大
竹
木
野
郵
便
局
で
実
施
し

ま
す
。

取
扱
日
時　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
９
時
か
ら
17
時
ま
で
（
祝

日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除

く
）

取
扱
事
務
︵
主
な
も
の
︶

①
戸
籍
謄
抄
本
（
全
部
・
一
部
事

項
証
明
）、
住
民
票
の
写
し
、
印

鑑
登
録
証
明
書
、
納
税
証
明
な
ど

の
公
的
証
明
書
交
付
事
務
②
転
出

届
の
受
け
付
け
・
転
出
証
明
書
の

引
き
渡
し
③
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
関
係
の
各
種

届
け
出
・
申
請
書
の
受
け
付
け
な

ど
④
市
役
所
各
課
宛
て
文
書
の
取

り
次
ぎ
⑤
コ
ピ
ー
対
応　
な
ど

窓
口
対
応

　

郵
便
局
社
員
が
対
応
し
ま
す
。

（
市
と
の
委
託
契
約
に
よ
り
実
施

し
ま
す
）

す
。
図
柄
は
「
モ
ノ
ト
ー
ン
」
か

「
フ
ル
カ
ラ
ー
」
の
ど
ち
ら
か
を

選
択
で
き
ま
す
。

交
付
手
数
料

○

登
録
自
動
車
（
自
家
用
・
事
業

用
）

　
大
板　
１
万
５
８
０
０
円

　
中
板　
９
１
０
０
円

○

軽
自
動
車
（
自
家
用
）

　
中
板　
１
万
10
円

※
登
録
自
動
車
と
は
、
軽
自
動
車

や
小
型
特
殊
自
動
車
、
二
輪
の
小

型
自
動
車
を
除
く
自
動
車

※
フ
ル
カ
ラ
ー
を
希
望
す
る
場
合

は
、
交
付
手
数
料
な
ど
に
加
え
、

１
０
０
０
円
以
上
の
寄
付
が
必
要

で
す
。
寄
付
金
は
、
導
入
地
域
の

交
通
改
善
や
交
通
事
故
対
策
な
ど

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み

○
 

登
録
車
…
広
島
県
自
動
車
整
備

振
興
会（
☎
０
８
２-

２
３
１-

９
２
０
１
）

○
 

軽
自
動
車
…
広
島
県
軽
自
動
車

協
会（
☎
０
８
２-

５
３
２-

５

５
０
７
）

※
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
整
備
工
場
な
ど

を
通
し
て
申
し
込
み
を
す
る
場
合

は
、
代
行
手
数
料
が
か
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※
ご
自
身
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
希

望
番
号
・
図
柄
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
申
込
サ
ー
ビ
ス
）
か
ら
直
接
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

10月１日㈫から事務の取り扱いを
開始する大竹木野郵便局（木野1-5-10）

事
業
用
に
は
緑
色
、
軽
自
動

車
に
は
黄
色
の
縁
取
り
が
施

さ
れ
ま
す
。

広島広域都市圏
ホームページは
こちらから。

希望番号・図柄ナン
バープレート申込
サービスはこちら
から。

木
野
支
所
が
廃
止
と
な
り
ま
す

10
月
１
日
㊋
か
ら
木
野
の
郵
便
局
で

市
行
政
窓
口
事
務
の
取
り
扱
い
を
開
始

　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　

市
民
税
務
課　

☎
59
２
１
４
３

カープのナンバープレートに
しませんか―

問い合わせ
　企画財政課　☎59-2125
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平和の尊さを次世代へ
総合市民会館『叫魂』碑前
　広島に原子爆弾が投下されてから79年。『大竹ヒロシ
マの日』として42回目となる『原爆死没者追悼・平和祈
念式典』が厳かに執り行われました。この１年間に亡く
なられた29柱の被爆者を加えた2559柱の死没者名簿
奉納の後、８時15分のサイレンが鳴り響き、参列者は黙
とうをささげました。主催者を代表して市原爆被害者
友の会の賀屋幸治会長が式辞を述べ、小・中・高校生の
代表が戦争や核兵器の恐ろしさ、平和の大切さを訴え
ました。式典は、平和への強い思いが込められた二階堂
和美さんの歌『伝える花』が流れる中、参列者の献花で、
幕を下ろしました。司会進行を務めた大竹高校の松本
紫音さん（１年）は緊張はあったものの無事や
り遂げることができ、ほっとした様子。同校の
中川颯さん（１年）は「原爆被害者友の会の方
の話を聞いて改めて原爆の恐ろしさを知っ
た。平和について考える良い機会になりまし
た」と語ってくれました。

1
手
向
け
水
を
さ
さ
げ
ま
す
2
原

爆
死
没
者
名
簿
を
奉
納
3
深
々
と

頭
を
下
げ
て
祈
る
参
列
者
4
さ
ま

ざ
ま
な
花
が
祭
壇
に
飾
ら
れ
ま
す
。

5
式
辞
を
述
べ
る
市
原
爆
被
害
者
友
の
会
の
賀
屋
会

長
6
7
小・
中・
高
校
生
代
表
が『
叫
魂
』碑
に
折
り
鶴

を
献
納
8
遺
族
と
一
般
参
列
者
の
献
花
の
列
が
続
き

ま
す
9『
平
和
へ
の
誓
い
』を
表
明
す
る
町
田
莉
彩
さ

ん（
玖
波
中
３
年
）
10
後
藤
徹
平
く
ん（
大
竹
小
６
年
）

11
藤
川
侑
正
さ
ん（
大
竹
高
２
年
）

12
司
会
進
行
を
務
め
た
松
本
さ
ん

（
左
）と
中
川
さ
ん（
右
）
13
黙
と
う

を
さ
さ
げ
る
参
列
者
14
原
爆
投
下

時
刻
の
８
時
15
分
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
響
き
ま
す
。

PART1
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5

67
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910
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ブラタケシ
オオ

大竹多叉路散歩た さ ろ

大竹市内には大小さまざまな交差点があ
ります。中にはちょっと複雑な「多叉路」
と呼ばれるものもあり、そこには歴史の
片りんを見ることもできるようです。か
つて水路だったところが暗

あん

渠
きょ

となった
り、農道や里道が舗装されたり、参道の
名残だったりします。そんな多叉路を訪
ね歩いてみました。【取材　企画財政課】

広島銀行
大竹
警察署

ス
ペ
イ
ン
通
り

ア
ゼ
リ
ア

  

お
お
た
け

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

大竹警察署
（東）

①

②

③
④

⑤

⑥

現在の大竹警察署（東）交差点【権現橋】

①①②②

③③

昭和30年ごろの権現橋の交差点昭和30年ごろの権現橋の交差点

④④
⑤⑤

⑥⑥

①①

②②
③③ ④④ ⑤⑤

⑥⑥

大竹警察署

大竹支所
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大竹中学校前交差点

本町一丁目交差点
と本町交差点の間

コミサロ元町前国
道
２
号

西
栄
２
丁
目
交
差
点

44
55

ブラタケシ
オオ

大竹多叉路散歩た さ ろ

まだまだ複雑な交差点はありました。
信号のあるなしにかかわらず、交差点で注意す
ることを大竹警察署の方にも聞いてみました。

大瀧神社

裁判所
コ
ン
ビ
ニ

本町
一丁目

本町

大
竹
中

①
②
③
④⑤

1

2
3 4

5

光明寺 消防庫

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
サ
ロ
ン
元
町

①

②
③

④
⑤

大
竹
駅
東
口

西
栄

２
丁
目

至広島

国道２号

至岩国

ガソリン
スタンド

① ②
③

④
⑤

①①

②②

③③ ④④
⑤⑤

①①

②② ③③ ④④ ⑤⑤

①①
②② ③③ ④④

⑤⑤

コミュニティサロン元町

光
明
寺

ガソリンスタンド

　
大
竹
市
内
で
の
年
間
の
人
傷
事
故
の

件
数
は
、
30
件
前
後
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
交
差
点
の
事
故
で
あ
れ
ば
、
今
年

は
ゆ
め
タ
ウ
ン
前
の
国
道
で
死
亡
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
大
き
な
交

差
点
で
の
事
故
に
目
が
行
き
が
ち
で
す

が
、
実
は
人
傷
事
故
に
ま
で
は
至
ら
な

い
自
転
車
と
車
と
が
接
触
す
る
ケ
ー
ス

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
大
竹
市
の
特
徴
と
し
て
、
細
い
路
地

が
多
い
よ
う
な
印
象
で
す
。
そ
こ
か
ら

飛
び
出
し
て
く
る
自
転
車
と
車
の
出
合

い
頭
の
事
故
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
一

歩
間
違
え
れ
ば
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
信
号
の
な
い
交
差
点
で
は
、

塀
な
ど
で
運
転
席
か
ら
見
通
し
が
悪
い

た
め
、
停
止
線
を
越
え
て
左
右
を
確
認

し
た
場
合
、
車
に
勢
い
が
つ
い
て
い
る

た
め
す
ぐ
に
は
止
ま
る
こ
と
が
で
き

ず
、
突
っ
込
ん
で
来
た
自
転
車
と
ぶ
つ

か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
停

止
線
で
い
っ
た
ん
止
ま
り
、
ゆ
っ
く
り

と
見
え
や
す
い
位
置
ま
で
進
ん
で
再
度

止
ま
り
左
右
を
確
認
、
交
差
点
に
入
る

と
い
う
二
段
停
止
を
し
て
も
ら
え
れ
ば

事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

運
動
重
点

① 

反
射
材
用
品
等
の
着
用
推
進
や
安

全
な
横
断
方
法
の
実
践
等
に
よ
る

歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

② 

夕
暮
れ
時
以
降
の
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
推
進

と
飲
酒
運
転
等
の
根
絶

③ 

自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自

転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

と
交
通
ル
ー
ル
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守の

徹
底

大瀧神社大竹中学校

11
22 33

国道２号の下り車線「大膳川南詰」交差点の
赤信号に気づかず通過し、次の「大竹インター
入口」交差点まで行ってしまう車をよく見かけ
ます。市道から国道へ進入する際は要注意！

国道２号
玖波漁協前交差点

国道２号　大膳橋南詰　　　　　交差点

南栄２丁目と３丁目の市道

交
差
点
で
は

二
段
停
止
を

大
竹
警
察
署
交
通
課

交
通
総
務
係
長
　
志
水
　
孝
章
さ
ん

秋  の全国交通安全運動

9月21日㊏▶30日㊊

９月30日㈪は
「交通死亡事故ゼロを目指す日」です

お
好
み
焼
き

クリーニング

南栄3

南
栄
２

① ②

③
④

⑤

く
ば

  

漁
協

至岩国

至広島

国道２号玖波
  漁協前

P

①

②

③
④

⑤

大膳川
　南詰

国道２号

至広島

大竹インター
入口

コ
ン
ビ
ニ

市
道

至岩国
至 IC①①

②② ③③ ④④
⑤⑤

①①
②②

③③ ④④
⑤⑤

大膳橋南詰

大竹インター入口

くば漁協
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Health Care

定
期
的
に
運
動
を
し
て
い
ま
す
か

　

令
和
５
年
度
大
竹
市
健
康
づ
く
り
・
食

育
に
関
す
る
意
識
調
査
の
結
果
は
、
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
＋
10︵
プ
ラ
ス
テ
ン
︶

　
家
事
や
労
働
な
ど
の
「
生
活
活
動
」
と
、

「
運
動
」
を
合
わ
せ
て
「
身
体
活
動
」
と

言
い
ま
す
。
身
体
活
動
の
増
加
に
よ
り
、

糖
尿
病
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
が
ん
、
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
※
、
認
知
症

の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

※
運
動
器
の
障
害
に
よ
り
要
介
護
に
な
る

リ
ス
ク
の
高
い
状
態
に
な
る
こ
と

　

目
安
は
＋
10
＝
約
１
０
０
０
歩
で
す

が
、
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
＋
10

が
約
何
歩
か
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
が
難
し
い
方
は
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
を
意
識
す
る
と

良
い
で
す
。

　

糖
尿
病
・
が
ん
・
心
臓
病
や
脳
卒
中
な

ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
は
、
運

動
習
慣
の
定
着
や
食
生
活
の
改
善
な
ど
健

康
的
な
生
活
習
慣
の
継
続
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
喫
煙
は
、
自
身
や
周
囲
の
方
の
健

康
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
禁
煙
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
か
ら
２
回
に
わ
た
っ
て
健
康
増
進

に
つ
い
て
の
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

お
う
ち
や
サ
ロ
ン
で

健
康
体
操
を
し
ま
せ
ん
か

　

自
宅
や
地
域
の
集
ま
り
で
体
操
が
で
き

る
よ
う
健
康
体
操
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
種
類

・
ご
当
地
健
康
体
操

　

大
竹
で
生
き
て
い
る
（
座
位
・
立
位
ど

ち
ら
で
も
行
え
ま
す
）

・
お
う
ち
de
元
気
体
操

　

基
本
編
（
座
っ
て
で
き
ま
す
）、
立
位

体
操
編
、
タ
オ
ル
編
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

編
、
ボ
ー
ル
編
、
口こ

う

腔く
う

ケ
ア
編
、
ス
ト

レ
ッ
チ
編
（
Ｎ
Ｅ
Ｗ
！
）

※
一
部
の
体
操
は
ウ
ェ
ブ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

※
１
世
帯
１
種
類
。
数
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
希
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

既
に
持
っ
て
い
る
方
で
も
異
な
る
種
類
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
あ

れ
ば
配
布
し

ま
す
。

 誘いあって 
声かけあって 

健診へ 

9月は「健康増進普及月間」

①に運動②に食事
しっかり禁煙 良い睡眠
健康寿命の延伸

問い合わせ
　保健医療課　☎59-2153

健康マイスターによる
大竹で生きている

動画

おうちde元気体操
ストレッチ編 動画

34.4

39.2

32.9

48.0

59.6

57.3

65.6

59.5

67.1

52.0

38.4

40.3

1.4

2.0

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代（n=32)

30歳代（n=74)

40歳代（n=79)

50歳代（n=100)

60歳代（n=151)

n=サンプル数

70歳以上（n=124)

している していない 無回答

【＋１０（プラステン）※から始めよう】 

※　＋１０（プラステン）：今より10分多くからだを動かすこと。生活習慣病、がん、認知症の発病のリスク
を低下させるといわれている。　　出典：いきいきおおたけ健康プラン 

　ふだんから身体を動かすことで、糖尿病、心臓病、脳卒中などになるリスクを下げること
ができます。推奨される活動時間は、18～64歳は１日60分、65歳以上は１日40分です。
　足りていない方は、今より10分多く、毎日身体を動かすことを心がけましょう。  

いつでもどこでも＋１０！
テレビを見ながら筋トレやストレッチ、掃除や洗濯などの
家事をきびきびと行う、階段を使う、自転車や徒歩で通勤
するなど、あなたに合った＋１０を見つけましょう。

睡眠セミナー「意外と知らない上手な眠り方」
問い合わせ　玖波公民館　☎57-7084

Health Care
健
診
を
受
け
て
メ
タ
ボ
予
防
を

特
定
健
診
受
診
率
県
内
10
位

　

大
竹
市
の
昨
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率

は
37
・
４
％
（
暫
定
値
）
で
、
県
内
10
位

で
す
。

　

健
康
に
自
信
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、

年
に
一
度
は
健
康
診
査
（
健
診
）
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
毎
年
受
け
て
い
る
方
は
、
家

族
や
友
人
に
も
ぜ
ひ
受
診
を
勧
め
て
く
だ

さ
い
。

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

が
ん
は
早
期
発
見
す
る
こ
と
で
、
経
済

的
に
も
身
体
に
も
負
担
の
少
な
い
治
療
が

で
き
、
治
癒
率
も
高
ま
り
ま
す
。

　

が
ん
検
診
は
、
市
が
実
施
す
る
が
ん
検

診
、
加
入
す
る
保
険
者
（
勤
め
先
な
ど
）

が
実
施
す
る
が
ん
検
診
、
個
人
で
が
ん
検

診
を
受
診
す
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。

　

市
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
は
、
国
が
推

奨
す
る
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

子
宮
頸け

い

が
ん
、
乳
が
ん
で
す
。
詳
細
は
、

５
月
下
旬
に
緑
色
の
封
筒
で
案
内
し
た

「
健
診
・
が
ん
検
診
の
し
お
り
」、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　健康マイスターは、運動を通して、皆さんに元
気を届ける活動を行っています。主に、ご当地健
康体操・ラジオ体操・ストレッチを定期的に練習
して、いつでも地域などへ出向けるようにしてい
ます。地域の活性化や健康につながるよう、メン
バーと一緒に活動してみませんか。
　随時、体験・見学可能です。男女ともの参加を
お待ちしています。
と　き
　第２・４木曜日　10時～11時半
ところ　サントピア大竹
※日時が変更される場合がありますので、保健医
療課に問い合わせてください。
持参品　動きやすい服装、室内シューズ、飲み物

メ ン バ ー の 声
集団健診予約専用コールセンター

0120-489-087
９時から17時まで

（土・日曜日、祝日を除く）

集団健診ウェブ予約

　毎日の生活に欠かせない大切な「睡眠」についての
知識を学び、快適に過ごしましょう。
と　き　９月７日㈯ 13時30分～14時30分
ところ　玖波公民館
内　容　 ○体内時計と睡眠について○睡眠圧と睡眠に

ついて○深部体温と睡眠について○睡眠環境
について○枕の選び方でストレス解消

講　師　加藤尚道さん（上級睡眠健康指導士）
定　員　25人程度（申込順）
申し込み　９月２日㈪から玖波公民館へ。

地域に 元 気 を届ける

健 康 マ イ ス タ ー
募集 ―あなたの 力 を貸してください―

問い合わせ　保健医療課　☎59-2153

・ チラシがきっかけで参加。ご当地体操「大竹
で生きている」は財産!!

・ 知人から誘われて始めた。元気な限り、健康
マイスターを続けていきたい。

・ はじめは物おじしていたが、今は随分慣れた。
正しいラジオ体操を教えてもらえてよかった。

８ページのご当地健康体操
「大竹で生きている」もぜひみてね！

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
健
康
づ

く
り
の
参
考
と
な
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
や
厚
生
労
働
省
ス
マ
ー

ト
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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Health Care

自
殺
の
多
く
は﹁
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
﹂

　

多
く
の
自
殺
は
、「
個
人
の
自
由
な
意

思
や
選
択
の
結
果
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
に
よ
り
心
理
的
に
追
い
こ
ま
れ
た

末
の
死
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題

　

心
理
的
な
悩
み
を
引
き
起
こ
す
要
因
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
支

援
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
自
殺
は
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る

　

一
般
的
に
自
殺
者
の
多
く
は
、
た
と
え

精
神
疾
患
を
患
っ
て
い
て
も
医
療
機
関
を

受
診
し
な
い
な
ど
相
談
へ
の
抵
抗
感
か
ら

問
題
も
深
刻
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
一
方
で
死
に
た
い
と
考
え
て
い
る
人
も
、

こ
こ
ろ
の
中
で
は
「
生
き
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
と
の
葛
藤
が
あ
り
、
不
眠
・
原
因

不
明
の
体
調
不
良
な
ど
の
サ
イ
ン
を
発
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
ま
わ
り
の
人
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。〈
あ
な
た
に
で

き
る
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動
〉
で
、
か

け
が
え
の
な
い
い
の
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

１
人
の
死
は
周
囲
の
５
〜
６
人
に
深
刻

な
心
理
的
影
響
を
与
え
る
と
い
わ
れ
、
周

囲
へ
の
影
響
も
大
変
大
き
い
も
の
で
す
。

　

遺
族
の
方
の
支
援
と
し
て
自
死
遺
族
の

会
も
県
内
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
に
で
き
る

自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動

①
気
づ
く　

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ

い
て
、「
眠
れ
て
い
る
？
」「
ど
う
し
た

の
？
」
な
ど
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

②
傾
聴
す
る　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し

て
耳
を
傾
け
ま
す
。「
大
変
だ
っ
た
ね
」

な
ど
の
言
葉
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

③
つ
な
ぐ　

早
め
に
専
門
機
関
に
相
談
す

る
よ
う
促
し
ま
す
。
相
談
を
受
け
た
側

も
協
力
者
と
連
携
し
ま
し
ょ
う
。

④
見
守
る　
自
然
な
雰
囲
気
で
声
を
か
け
、

優
し
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
あ
せ
ら
ず

温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
を
チ
ェ
ッ
ク

　

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
生
じ
る
こ
こ
ろ

の
疲
れ
は
身
体
面
、
精
神
面
、
行
動
面
の

変
化
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
普
段
と

は
違
う
次
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
場
合

は
、
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

気
づ
い
た
と
き
は
、
お
互
い
に
ひ
と
こ

え
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
よ
く
眠
れ
な
い

□
食
欲
が
な
い

□
体
調
不
良
が
続
く

□
集
中
力
が
な
く
な
る

□
表
情
が
暗
く
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る

□
意
欲
や
興
味
が
減
退
す
る

□
遅
刻
・
欠
勤
が
続
く

□
周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る

□
飲
酒
量
が
増
え
る

 

な
ど

　
相
談
窓
口
（
電
話
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
な
ど
は
、

厚
生
労
働
省
の
サ
イ
ト
「
ま
も
ろ
う
よ　

こ
こ
ろ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広島県では令和4年度に485人、令和５年度
には441人の尊い命が失われるなど、毎年
約400人以上の方が自殺で亡くなられてい
ます。
こうした状況の中、自殺を身近な問題とし
てとらえることが自殺予防の第一歩です。
私たちにできることから始めてみませんか。

９月10㊋▶16㊊は
自殺予防週間

ひとりで悩んでいるあなたへ。
知らせてほしい、心のＳＯＳ。

問い合わせ　福祉課　☎59-2146

こころの健康電話相談　※個人情報は厳守されます
名称 電話番号 備考

広島いのちの電話 082-221-4343 24時間　365日（年中無休）

こころの電話
（こころの健康づくり、こころの悩み、
うつ病、精神疾患などに関する相談）

080-8230-6037
水・土
９時～ 12時、13時～ 16時30分

（祝日・12月29日～１月３日を除く）

広島県こころの悩み相談 080-1577-4774
月・火・木・金
９時～ 12時、13時～ 16時

（祝日・12月29日～１月３日を除く）

こころのライン相談＠広島県  火・木・土・日
17時～22時

厚生労働省のサイト
「まもろうよこころ」

はこちらから。

Health Care
　

10
月
か
ら
子
育
て
用
品
な
ど
を
届
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

子
育
て
経
験
の
あ
る
配
達
員
が
、
乳
幼

児
の
い
る
家
庭
に
、
生
後
２
カ
月
か
ら
原

則
満
３
歳
の
誕
生
月
ま
で
定
期
的
に
、
紙

お
む
つ
や
離
乳
食
な
ど
の
子
育
て
用
品

（
３
３
０
０
円
相
当
）
を
届
け
、
そ
の
際

に
声
掛
け
・
見
守
り
と
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

情
報
の
提
供
を
し
ま
す
。

　

出
生
や
転
入
に
よ
り
対
象
と
な
っ
た
方

は
、
出
生
届
ま
た
は
転
入
届
の
提
出
の
際
、

福
祉
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
以
外
の
対
象
と
な
る
家
庭
に
は
、

８
月
中
旬
に
申
請
書
な
ど
を
郵
送
し
ま
し

た
。
申
請
書
が
届
い
た
方
で
、
ま
だ
申
請

が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
９
月
30
日
㈪
ま

で
（
消
印
有
効
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
申
請
書
と
あ
わ
せ
て
郵
送
し

た
案
内
文
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対　

象

　

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
７

月
31
日
生
ま
れ
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て

い
る
同
一
世
帯
の
方

②
令
和
３
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
３
年
９

月
30
日
生
ま
れ
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て

い
る
同
一
世
帯
の
方

宅
配
月

︵
対
象
①
の
方
︶

　

乳
幼
児
の
出
生
日
の
２
カ
月
後
の
月
か

ら
36
カ
月
後
の
月
ま
で

※
宅
配
は
２
カ
月
に
１
回
で
す
。

（
例
）
令
和
６
年
９
月
生
ま
れ
…
11
月
か

ら
令
和
９
年
９
月
ま
で

︵
対
象
②
の
方
︶

　
10
月
ま
た
は
11
月
（
１
回
の
み
）

﹁
か
か
り
つ
け
医
﹂
を
も
と
う

　
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は
健
康
に
関
す

る
こ
と
を
な
ん
で
も
相
談
で
き
る
上
、
最

新
の
医
療
情
報
を
熟
知
し
て
、
必
要
な
と

き
に
は
専
門
医
、
専
門
医
療
機
関
を
紹
介

し
て
く
れ
る
、
身
近
で
頼
り
に
な
る
地
域

医
療
、
保
健
、
福
祉
を
担
う
総
合
的
な
能

力
が
あ
る
医
師
の
こ
と
で
す
。「
か
か
り

つ
け
医
」
は
自
分
で
選
択
で
き
ま
す
。
一

人
に
決
め
る
必
要
は
な
く
、
ど
の
診
療
科

の
医
師
で
も
「
か
か
り
つ
け
医
」
に
な
り

ま
す
。
日
頃
の
状
態
を
よ
く
知
っ
て
い
る

「
か
か
り
つ
け
医
」
で
あ
れ
ば
、
日
頃
の

健
康
相
談
や
大
病
院
へ
の
受
診
な
ど
判
断

に
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
の
で
安
心

で
す
。

　

夜
間
な
ど
の
診
療
時
間
外
に
、
急
病
に

な
り
、
対
応
に
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
正
し
い
応
急
手
当
な
ど
を
知
っ

て
、
救
急
医
療
機
関
を
適
切
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

＃
７
１
１
９
︵
24
時
間
３
６
５
日
対
応
︶

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
広
島
広
域
都
市
圏

　

看
護
師
な
ど
が
、
病
気
や
け
が
の
症
状

を
把
握
し
て
、
相
談
対
応
し
ま
す
。

※
相
談
無
料
（
通
話
料
は
相
談
者
の
負
担
）

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

☎
０
８
２-

２
４
６-
２
０
０
０

小
児
救
急
医
療
相
談
電
話

夜
間
に
こ
ど
も
︵
15
歳
未
満
︶
が
急
病
︑

受
診
す
る
か
ど
う
か
迷
っ
た
と
き

○

大
竹
市
内
の
固
定
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
・

ひ
か
り
電
話

　
☎
０
８
２-

５
５
５-

８
８
７
０

○

携
帯
電
話　
　

＃
８
０
０
０
（
局
番
な

し
）

受
付
時
間　
毎
日
19
時
〜
翌
朝
８
時
、
土・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
17
時
〜
翌

朝
８
時

　

小
児
科
医
師
・
看
護
師
が
、
電
話
相
談

に
応
じ
ま
す
。
症
状
に
応
じ
て
受
診
す
る

か
ど
う
か
の
判
断
の
目
安
や
、
応
急
手
当

の
方
法
が
分
か
り
ま
す
。

　
「
小
児
救
急
医
療
相
談
電
話
」「
こ
ど
も

の
救
急
」
で
検
索

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
案
内

　
「
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
（
ナ
ビ
イ
）」
で
検

索
　

今
、
受
診
で
き
る
医
療
機
関
や
休
日
・

夜
間
当
番
医
を
、
診
療
科
目
ご
と
に
探
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
検
索
結
果
に
よ
っ
て
は
、
一
部
変
更
が

あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電

話
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

「
お
む
つ
等
宅
配
事
業
」

　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
59
２
１
４
８

9月8日㊐▶14日㊏

救急医療週間
上手な医療のかかり方

問い合わせ
　保健医療課　☎59-2140

写真はイメージです。
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と
こ
ろ

　
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

対　

象

　
市
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

出
店
料

　

３
０
０
０
円
（
１
区
画
３
ｍ
×
３
ｍ
）

２
区
画
ま
で

申
し
込
み

　

９
月
２
日
㈪
か
ら
13
日
㈮
ま
で
に
出
店

申
込
書
に
出
店
料
を
添
え
て
自
治
振
興
課

へ
。（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
申
込
順
で

15
区
画
。（
予
定
）
区
画
が
全
て
埋
ま
り

し
だ
い
募
集
を
終
了
し
ま
す
。
な
お
、
総

合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
も
行
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

　
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
（
ス
テ
ー
ジ
）

参
加
資
格

　

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
・
通
学
の
方
、

も
し
く
は
そ
れ
ら
の
方
を
主
体
と
す
る
グ

ル
ー
プ
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

出
演
時
間　
10
分
以
内

※
演
目
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み　

９
月
２
日
㈪
か
ら
13
日
㈮

（
必
着
）
ま
で
に
出
演
申
込
書
を
自
治
振

興
課
へ
。（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

ス
テ
ー
ジ
出
演
者

対　

象

　

市
内
に
事
務
所
を
置
く
団
体
ま
た
は
商

工
業
者
、
商
工
会
議
所
会
員

出
店
料　
７
０
０
０
円
（
テ
ン
ト
１
張
分
）

　

電
源
を
使
う
場
合
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
１

口
に
つ
き
１
０
０
０
円
（
１
口
あ
た
り
２

カ
所
の
コ
ン
セ
ン
ト
差
し
込
み
口
）

申
し
込
み

　

９
月
10
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
、
出
店

申
込
書
を
産
業
振
興
課
へ
。（
申
込
順
）
申

し
込
み
状
況
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

※
９
月
30
日
㈪
に
市
役
所
で
開
催
す
る
出

店
者
説
明
会
に
出
席
で
き
な
い
方
は
出
店

で
き
ま
せ
ん
。
出
店
料
は
説
明
会
の
際
に

集
め
ま
す
。 バ

ザ
ー
出
店
者

　
自
治
会
連
合
会
女
性
部
会
で
は
、
コ
イ・

こ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
遊
休
品
の
即
売

会
を
行
い
ま
す
。

　

収
集
は
、
地
域
の
自
治
会
女
性
部
を
通

じ
て
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
収
益
金
の
一
部
は
、
社
会
福
祉

事
業
の
活
動
に
使
用
し
ま
す
。

遊
休
品
の
リ
サ
イ
ク
ル

昨年のコイ・こいフェス
ティバルのステージ、バ
ザー、フリーマーケット。

出店・出演 申し込み
ステージ・フリーマーケット（自治振興課内）☎59-2180
バザー（産業振興課）☎59-2131

※各申込書は、市ホームページからダウンロード
できます。（「イベントを探す」→「コイ・こいフェ
スティバル イン おおたけ」）

11月10日日 9時▶15時30分
総合市民会館・消防署周辺

第28回

コイ♥こい
フェスティバル
イン・おおたけ

出店者・出演者募集

問い合わせ
　コイ・こいフェスティバル・
　イン・おおたけ実行委員会事務局
　（自治振興課内）
　☎59-2180

美
術
展

問
い
合
わ
せ

　

フ
ォ
ト
カ
フ
ェ　

☎
28
１
２
５
２

と　

き　
10
月
31
日
㈭
〜
11
月
３
日
（
日・

祝
）　

10
時
〜
17
時
（
最
終
日
は
、
15
時

ま
で
）

と
こ
ろ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
お
た
け

部
門
・
作
品
規
格　

創
作
に
限
る
。（
手

本
か
ら
の
模
写
は
不
可
。
市
内
展
未
発

表
の
も
の
）

○

日
本
画
・
洋
画　

８
号
以
上
50
号
以
内

で
額
装

○

書　

半
切
の
３
分
の
１
以
上
で
表
装
ま

た
は
額
装
（
タ
テ
・
ヨ
コ
明
記
）

○

写
真　

Ａ
３
以
上
全
倍
（
組
写
真
は
四

つ
切
り
以
上
）
ま
で
で
、
パ
ネ
ル
張
り

ま
た
は
額
装
（
ガ
ラ
ス
不
可
）

※
作
品
の
裏
に
作
品
貼
り
付
け
用
紙
を
貼

り
、
展
示
用
ひ
も
を
つ
け
る
こ
と
。

出
品
点
数　
同
一
部
門
１
人
１
点

出
品
資
格　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
・
通
学

の
方（
高
校
生
以
上
）、
市
文
化
協
会
会
員

搬
入
日　
10
月
30
日
㈬
13
時
厳
守

搬
入
場
所　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
お
た
け

搬
出
日　
11
月
３
日
（
日
・
祝
）
15
時

※
作
品
の
保
全
は
十
分
注
意
し
ま
す
が
、

万
が
一
損
傷
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
責

任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み

　

10
月
１
日
㈫
〜
20
日
㈰
の
17
時
ま
で
に

総
合
市
民
会
館
、
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
、

玖
波・栄
の
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
「
美

術
展
用
」
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

工
芸
展

問
い
合
わ
せ

　

伊
藤
宅　

☎
57
２
５
４
９

と　

き　
10
月
31
日
㈭
〜
11
月
３
日
（
日・

祝
）　

10
時
〜
17
時
（
最
終
日
は
、
15
時

ま
で
）

と
こ
ろ　
総
合
市
民
会
館

作
品
種
目　

工
芸
・
手
芸
の
各
分
野
で
、

個
人
が
創
造
性
を
生
か
し
、
作
り
出
し
た

も
の
。
例
え
ば
、
陶
芸
、
木
彫
、
七
宝
焼
、

手
描
友
禅
、
刺
し
ゅ
う
、
和
紙
ち
ぎ
り
絵
、

紙
粘
土
工
芸
、人
形
、木
竹
紙
工
芸
、染
織
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
金

工
、漆
芸
、ク
ラ
フ
ト
手
芸
、手
編
み
、シ
ャ

ド
ウ
ボ
ッ
ク
ス
、
そ
の
他
の
手
工
芸
な
ど
。

※
額
装
の
場
合
、
ガ
ラ
ス
は
極
力
避
け
て

く
だ
さ
い
。

出
品
点
数　
同
一
種
目
１
人
１
点

出
品
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
・
通

学
の
方
（
高
校
生
以
上
）、
市
文
化
協
会

会
員

搬
入
日　
10
月
30
日
㈬
13
時

※
出
品
者
全
員
で
会
場
設
営
と
作
品
展
示

を
行
い
ま
す
。

搬
入
場
所　
総
合
市
民
会
館

搬
出
日　
11
月
３
日
（
日
・
祝
）
15
時

※
作
品
の
保
全
は
十
分
注
意
し
ま
す
が
、

万
が
一
損
傷
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
責

任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み

　

10
月
１
日
㈫
〜
20
日
㈰
17
時
ま
で
に
、

総
合
市
民
会
館
、
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
、

玖
波・栄
の
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
「
工

芸
展
用
」
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

川
柳
大
会

問
い
合
わ
せ

　

弘
兼
宅　

☎
52
７
６
１
１

と　

き　
11
月
17
日
㈰　
10
時

と
こ
ろ　
総
合
市
民
会
館

兼　

題

　
「
比
べ
る
」「
丸
い
」「
き
っ
ぱ
り
」「
送
る
」

「
角
度
」

（
１
兼
題
２
句
ま
で
）

参
加
料　
２
０
０
０
円

投
句
締
め
切
り

　
11
月
17
日
㈰
11
時
30
分

※
欠
席
投
句
は
で
き
ま
せ
ん
。

事
前
投
句　

出
席
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
、
は
が
き
に
作
品
２
句
を
連
記
し
て
く

だ
さ
い
。

兼　

題　
「
期
待
」

申
し
込
み　

11
月
８
日
㈮
ま
で
に
弘
兼
秀

子
宅
（
〒
７
３
９-

０
６
１
２　

油
見
２

-

２-

29
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
当

日
消
印
有
効
）

芸
術
の
秋
を
飾
る
祭
典

市
文
化
祭

令和６年度

作品募集

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
53
５
８
０
０
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令
和
６
年
10
月
か
ら
、
児
童
手
当
の
支

給
対
象
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ
る
方
や
手
当

月
額
が
増
額
す
る
一
部
の
方
は
、
10
月
分

以
降
の
児
童
手
当
の
受
給
、
ま
た
は
増
額

の
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
﹁
児
童
手
当
認
定
請
求
書
﹂
の
提
出
が

必
要
な
方

○

所
得
上
限
限
度
額
超
過
に
よ
り
児
童
手

当
・
特
例
給
付
を
受
給
し
て
い
な
い
方

○

中
学
生
以
下
の
児
童
は
い
な
い
が
、
高

校
生
年
代
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

﹇
添
付
書
類
﹈

・
請
求
者
（
児
童
を
養
育
す
る
方
の
う
ち

所
得
の
高
い
方
）
名
義
の
通
帳
ま
た
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

・
別
居
監
護
申
立
書
（
高
校
生
年
代
ま
で

の
児
童
と
住
民
票
上
の
住
所
が
異
な
る

場
合
）

・
請
求
者
の
保
険
証
（
３
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
、
か
つ
、
私
立
学
校
教
職
員

共
済
組
合
以
外
の
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
場
合
）

②
﹁
監
護
相
当
・
生
計
費
の
負
担
に
つ
い

て
の
確
認
書
﹂
の
提
出
が
必
要
な
方

○

大
学
生
年
代
の
子
に
対
し
て
経
済
的
負

担
が
あ
り
、
そ
の
子
と
高
校
生
年
代
ま

で
の
児
童
を
合
わ
せ
て
３
人
以
上
養
育

し
て
い
る
方

※
大
学
生
年
代
の
子
が
進
学
の
た
め
別
居

し
て
い
る
場
合
や
就
職
し
て
い
る
場
合
で

も
、
親
が
そ
の
子
の
学
費
や
家
賃
、
食
費

な
ど
の
一
部
を
負
担
し
て
い
る
と
き
は
、

多
子
加
算
の
カ
ウ
ン
ト
対
象
と
な
る
た

め
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※
①
の
申
請
を
す
る
方
だ
け
で
な
く
、
児

童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
し
て
い
る
方

申
請
が
必
要
な
方

も
、
該
当
す
る
場
合
は
提
出
が
必
要
で
す
。

（
申
し
立
て
内
容
を
確
認
す
る
書
類
の
提

出
を
追
加
で
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

③ 

﹁
額
改
定
認
定
請
求
書
﹂
の
提
出
が
必

要
な
方

○

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
し
て
お

り
、
算
定
児
童
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

な
い
高
校
生
年
代
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方

﹇
添
付
書
類
﹈

・
別
居
監
護
申
立
書
（
高
校
生
年
代
の
児

童
と
住
民
票
上
の
住
所
が
異
な
る
場
合
）

※
申
請
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
し
て
い

る
方
の
う
ち
、
申
請
が
必
要
な
方
に
該
当

し
な
い
方
は
、
申
請
不
要
で
す
。

①
手
当
月
額
が
増
額
す
る
方

○

特
例
給
付
を
受
給
し
て
い
る
方

○

中
学
生
以
下
の
児
童
の
児
童
手
当
を
受

給
し
て
お
り
、
算
定
児
童
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
る
高
校
生
年
代
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方

○
児
童
手
当
を
受
給
し
て
お
り
、
現
在
も

多
子
加
算
を
受
け
て
い
る
方

②
手
当
月
額
が
変
わ
ら
な
い
方

○

児
童
手
当
を
受
給
し
て
お
り
、
中
学
生

以
下
の
み
の
児
童
を
養
育
し
、
大
学
生

年
代
の
子
を
含
め
て
も
３
人
に
満
た
な

い
方 申

請
が
不
要
な
方

申
請
期
限

　

10
月
31
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
福
祉
課

へ
。（
郵
送
可
）

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
て
も
、
令
和
７
年
３

月
31
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
申
請
が
あ
っ

た
場
合
は
、
令
和
６
年
10
月
分
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す
。
令

和
７
年
４
月
以
降
に
申
請
を
し
た
場
合

は
、
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給

と
な
り
、
申
請
が
遅
れ
た
月
分
の
児
童
手

当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
大
竹
市
外
に
住
民
票
の
あ
る
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
な
ど
、
９
月
中
旬
ま
で
に

制
度
改
正
の
案
内
が
届
い
て
お
ら
ず
、
申

請
が
必
要
な
方
に
該
当
す
る
方
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
児
童
を
養
育
す
る
方
の
う
ち
所
得
の
高

い
方
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
大
竹
市
で
は
な
く
、
次
の
手
続
先
で

制
度
改
正
に
関
す
る
手
続
き
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○

公
務
員
の
方
：
勤
務
先
（
所
属
庁
）

○

大
竹
市
外
に
住
民
票
の
あ
る
方
：
住
民

票
の
あ
る
市
町
村

○

令
和
６
年
９
月
30
日
ま
で
に
大
竹
市
外

へ
転
出
す
る
方
：
転
出
先
の
市
町
村

※
支
給
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
や
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
施
設
の
設
置
者
や
里
親
が
手
続
き
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

児童手当の支給対象が拡充
令和 6 年 10 月から制度が変わります―

問い合わせ
　福祉課　☎59-2148

　
「
ひ
ろ
し
ま
食
育
ウ
ィ
ー
ク
」
に
市
内

小
中
学
校
の
給
食
を
調
理
し
て
い
る
給
食

セ
ン
タ
ー
の
見
学
や
給
食
の
試
食
な
ど
が

で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
給
食
セ
ン
タ
ー

へ
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き

　

10
月
15
日
㈫
〜
21
日
㈪
10
時
30
分
〜
12

時
30
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

と
こ
ろ　
給
食
セ
ン
タ
ー

対　

象　
市
内
在
住
の
方

内　

容

○

調
理
の
見
学

○

学
校
給
食
に
つ
い
て
の
お
話

○

給
食
の
試
食

定　

員　
１
日
に
つ
き
16
人
（
申
込
順)

参
加
料　
２
９
０
円
（
給
食
代
）

申
し
込
み　
９
月
４
日
㈬
〜
27
日
㈮
（
土・

日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）
の
９
時
か
ら
17

時
ま
で
に
電
話
で
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
給
食
の
献
立
内
容
は
毎
日
違
い
ま
す
。

主
食
は
「
ご
は
ん
」
の
他
に
「
パ
ン
」「
め

ん
」
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
申
し
込
み
の
と
き
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

入学したい学校が選べる
「学校選択制」

問い合わせ　総務学事課　☎59-2185

　教育委員会は、小学校と中学校の入学時に学校を
選べる、学校選択制を実施しています。
　学校選択ができるのは、大竹市に住所がある次の
方です。
○令和７年度に小・中学校に入学する新１年生
○原則として、令和６年 11 月中旬までに転入の届け

出をした方で、学校選択を希望する新１年生

手続きの流れ
①学校選択希望票の提出（提出時期は 11 月ごろ）
　学校選択の申請をするためのガイドブックを、新
小学１年生には郵送など、小学６年生には学校で配
布します。また、教育委員会でも配布しています。内
容を確認して、付属の申請書類を教育委員会に提出
してください。
　なお、ガイドブックは市内すべての学校の案内を
掲載しています。
②集計結果の通知（12 月上旬ごろ）
　学校選択を希望した保護者に、学校選択希望票の
集計結果を通知します。
③公開抽選の実施（12 月中旬ごろ）
　希望する保護者が多く定数を超えた学校は、公開
抽選を行います。
※申込期間を過ぎた後、転居などをして学校選択を
希望する場合は、希望校が定数まで達していなけれ
ば令和７年２月まで申し込みを受け付けますので相
談してください。

学校選択の注意点
○通学方法は、各学校の決まりに従ってください。な

お、通学中の安全管理、交通費、通学手段の確保
などは、保護者にお願いすることになります。

○選択校・指定校のいずれも、原則入学後は卒業す
るまで学校の変更はできません。

○希望しての入学ですので、学校活動やＰＴＡ活動
などには、積極的に参加や協力をするようお願い
します。

○各学校が、独自に趣向を凝らしたホー
ムページを公開しています。市ホー
ムページ内の学校紹介からアクセス
できます。

主な改正内容
改正前

（令和 6 年９月分まで）
改正後

（令和 6 年 10 月分から）

支給対象
児童

中学生以下の児童
※受給者が監護・生計要
件を満たすこと。

高校生年代までの児童
※受給者が監護・生計要
件を満たすこと。

所得制限 所得制限あり 所得制限なし

手当月額 ・３歳未満
 　一律 15,000 円
・３歳から小学校修了まで
　第１子、第２子：
 10,000 円
　第３子以降：
 15,000 円
・中学生
 　一律 10,000 円
・ 所得制限限度額以上、

所得上限限度額未満
 　一律 5,000 円
 （特例給付）
・所得上限限度額以上
 　支給なし

・３歳未満
　第１子、第２子：
 15,000 円
　第３子以降：
 30,000 円
・３歳から高校生年代まで
　第１子、第２子：
 10,000 円
　第３子以降：
 30,000 円

多子加算
（第３子
以降）の
カウント
方法

高 校 生 年 代 ま で の 児 童
を、最年長者から第１子、
第２子、第３子…と数え
る。

大 学 生 年 代 ま で の 児 童
を、最年長者から第１子、
第２子、第３子…と数え
る。
※進学・就職を問わず、
受給者に学費や生活費な
どの経済的負担があるこ
と。

支給回数 年３回（２月・６月・10
月）
各前月までの４カ月分を
支給
※最後の支給は令和６年
10 月

年６回（偶数月）
各前月までの２カ月分を
支給
※最初の支給は令和６年
12 月

支払
通知書

10 月支給の際、認定・額
改定・消滅の際に支払通
知書を送付

定期支給の場合は通知な
し
※転出などにより随時に
支給する場合は、支払通
知書を送付

「中学生以下」：０歳から 15 歳到達後の最初の３月 31 日まで
「高校生年代」：15 歳到達後の最初の４月１日から 18 歳到達後の
最初の３月 31 日まで

「大学生年代」：18 歳到達後の最初の４月１日から 22 歳到達後の
最初の３月 31 日まで

給食センターへ
行こう
問い合わせ
　総務学事課給食センター
　☎57-7626

まいあさたべよ
ちゃん

もりもりたべる
くん

お
お
た
け
っ
子
が
食
べ

て
い
る
給
食
だ
よ
。

ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
。
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使
っ
た
方
法
も
あ
る
の
で
、
か
か
り
つ
け

の
動
物
病
院
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○

不
妊
・
去
勢
手
術

　

不
妊
・
去
勢
手
術
は
、
病
気
の
予
防
や

ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、
マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の

減
少
に
も
な
り
ま
す
。

の
ら
犬
・
の
ら
猫
へ
の

無
責
任
な
エ
サ
や
り
は
や
め
る

　

飼
う
意
志
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
エ
サ

を
与
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

不
妊
・
去
勢
手
術
や
排
せ
つ
物
の
清
掃

な
ど
を
行
わ
ず
エ
サ
だ
け
を
与
え
る
行
為

は
、
周
囲
か
ら
迷
惑
が
ら
れ
る
不
幸
な
の

ら
犬
・
の
ら
猫
を
増
や
す
だ
け
で
す
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
考
え
る

⑩
の
ポ
イ
ン
ト

①
あ
な
た
の
住
居
は
ペ
ッ
ト
が
飼
え
る
環

境
で
、
転
居
が
あ
っ
て
も
そ
れ
は
変
わ

り
ま
せ
ん
か
？

②
ペ
ッ
ト
の
種
類
や
生
態
が
、
あ
な
た
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
て
い
ま
す

か
？ 

③
家
族
み
ん
な
が
動
物
を
飼
う
こ
と
に
賛

成
し
て
い
ま
す
か
？

④
家
族
に
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
は
い
ま

せ
ん
か
？

⑤
毎
日
欠
か
さ
ず
ペ
ッ
ト
の
世
話
に
時
間

と
手
間
を
か
け
ら
れ
ま
す
か
？

⑥
あ
な
た
の
体
力
で
世
話
が
で
き
る
ペ
ッ

ト
で
す
か
？

⑦
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
配
慮

で
き
ま
す
か
？

⑧
ペ
ッ
ト
の
一
生
に
か
か
る
費
用
を
考
え

て
み
ま
し
た
か
？

⑨
あ
な
た
と
ペ
ッ
ト
の
両
方
の
生
涯
に
わ

た
る
計
画
を
た
て
て
み
ま
し
た
か
？

⑩
災
害
時
や
、
万
一
、
あ
な
た
が
飼
え
な

く
な
っ
た
と
き
に
、
ペ
ッ
ト
の
命
を
守

る
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
か
？

　
「
ペ
ッ
ト
は
飼
わ
な
い
」「
今
は
飼
え
な
い
」

と
判
断
す
る
こ
と
も
動
物
へ
の
愛
情
で
す
。

犬
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

○

ほ
え
声
が
他
人
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に

　

訪
問
者
な
ど
が
見
え
な
い
場
所
へ
犬
舎

を
移
動
さ
せ
た
り
、
無
駄
ぼ
え
を
さ
せ
な

い
よ
う
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○

ふ
ん
尿
の
始
末
は
必
ず
行
う

　

散
歩
の
と
き
は
ス
コ
ッ
プ
と
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
を
持
ち
、
必
ず
飼
い
主
が
ふ
ん
を

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
犬
舎
の
周
り
は
常

に
清
潔
に
保
ち
、
周
囲
に
悪
臭
を
発
生
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○

屋
外
で
は
必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
る

　

犬
の
放
し
飼
い
は
、
人
に
恐
怖
感
を
与

え
た
り
、
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

も
あ
り
ま
す
。
昼
夜
を
問
わ
ず
必
ず
つ
な

い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
散
歩
さ
せ

る
と
き
や
公
園
な
ど
で
も
適
切
な
長
さ
の

引
き
綱
や
リ
ー
ド
で
必
ず
つ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

猫
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

○

室
内
で
飼
う

　
猫
は
上
下
に
動
け
る
空
間
に
ト
イ
レ
や
爪

と
ぎ
の
で
き
る
場
所
を
作
る
こ
と
で
、
室
内

で
も
ス
ト
レ
ス
を
た
め
る
こ
と
な
く
飼
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
け
が
や
感
染
症
な
ど
の
危

険
か
ら
守
る
だ
け
で
な
く
、
周
囲
と
の
ト
ラ

ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
、
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。
猫
は
決
ま
っ
た
場
所
で
ふ
ん
を
す
る
習

性
が
あ
る
た
め
、
自
宅
に
専
用
の
ト
イ
レ
を

備
え
て
く
だ
さ
い
。
ト
イ
レ
の
数
は
猫
の
数

プ
ラ
ス
１
が
理
想
で
す
。

○

首
輪
や
迷
子
札
を
つ
け
る

　

飼
い
猫
だ
と
分
か
る
よ
う
に
所
有
（
身

元
）
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。
首
輪
が
外
れ

た
と
き
の
た
め
に
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を

9月20日㊎▶26日㊍

動物愛護週間
ペットはマナーを守って飼いましょう

問い合わせ
　環境整備課　☎59-2154

一部の飼い主のマナーが十分でない
ため、周囲にさまざまな迷惑がかか
り、多くの苦情や相談が寄せられて
います。人と動物が共に生きていけ
る社会の実現には、飼い主のモラル
とマナーが必要です。

啓発用看板を配布しています
問い合わせ
　公衆衛生推進協議会
　（リサイクルセンター内）
　☎59-2112

　ふんの持ち帰りや、のら猫への
エサやり禁止を啓発するための看
板が必要な方は、各地区の公衆衛
生推進委員または環境保健協力員
を通じて、公衆衛生推進協議会に
申し込んでください。

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
90
日
を

経
過
し
た
犬
の
飼
い
主
に
は
、
犬
の
登
録

（
生
涯
１
回
）
と
狂
犬
病
予
防
注
射
（
毎

年
１
回
）
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
の
登
録

　

環
境
整
備
課
ま
た
は
市
指
定
の
獣
医
師

の
い
る
動
物
病
院
で
行
っ
て
く
だ
さ
い︵
登

録
手
数
料
３
０
０
０
円
︶。
ま
た
、
犬
の
死

亡
、
飼
い
主
の
変
更
や
所
在
地
の
変
更
な

ど
、
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

環
境
整
備
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射

　

市
指
定
の
獣
医
師
の
い
る
動
物
病
院
で

予
防
注
射
を
受
け
、
注
射
済
票
交
付
の
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
︵
交
付
手

数
料
５
５
０
円
︶。

　

市
指
定
の
獣
医
師
の
い
る
動
物
病
院
以

外
で
予
防
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の

病
院
が
発
行
す
る
「
注
射
済
証
（
注
射
証

明
書
）」
を
持
参
し
、
環
境
整
備
課
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
注
射
料
金
が
別
途
必
要
で
す
︒

　

昭
和
46
年
度
に
松
ケ
原
地
区
全
域
、
栗

谷
地
区
お
よ
び
小
方
地
区
の
一
部
が
農
業

振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市

は
該
当
地
区
の
特
に
重
要
な
区
域
と
し

て
、
農
用
地
区
域
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

農
用
地
区
域
は
、
農
地
転
用
が
厳
し
く

制
限
さ
れ
て
お
り
、
転
用
す
る
場
合
に
は
、

事
前
に
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続

き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

除
外
の
手
続
き
を
ま
と
め
て
行
う
た

め
、
次
の
と
お
り
相
談
・
申
し
出
を
受
け

付
け
し
ま
す
。
該
当
地
区
に
農
地
を
所
有

し
て
い
る
方
で
農
地
転
用
な
ど
を
考
え
て

い
る
方
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
９
月
２
日
㈪
〜
11
月
30
日
㈯

※
直
接
提
出
す
る
場
合
は
11
月
29
日
㈮
ま

で
。（
11
月
末
日
消
印
有
効
）

受
付
場
所　

産
業
振
興
課

飼い犬の登録と
狂犬病予防注射が
義務付けられています

市指定の獣医師のいる動物病院
病 院 名 所　　在　　地 電話番号

大竹動物病院 油見3-16-9 53-5441
みどり動物病院 北栄4-16 52-1186
のざか動物病院 廿日市市宮島口西2-3-29 0829-56-0073
メリー動物病院 廿日市市大野土井995-4 0829-55-1515
エナミ動物病院 廿日市市宮内2-12-12 0829-39-3338
むつみ動物病院 廿日市市宮内1067-2 0829-38-6230
松村動物病院 廿日市市宮内4317-5 0829-30-7770

たむら動物病院 広島市佐伯区吉見園7-16 082-924-5812
大野中央もみじ

動物病院 廿日市市大野中央4-9-38 0829-50-0012

犬・猫の引き取りは
県動物愛護センターへ
問い合わせ
　県動物愛護センター
　☎0848-60-8511
　県動物愛護センターでは、犬・猫の
保護や引き取り業務を行っています。
ただし、終生飼養の原則に反するなど
で引き取れない場合もありますので、
同センターへ相談してください。

農業振興地域内からの
　 除外申し出

問い合わせ
　産業振興課　☎59-2130

パルボート宮島 ( 外向発売所 )

カレンダー

宮島ボートレース企業団
　☎0829-56-1122

※念のためボートレース宮島のホームページなどで最新情報を確認してください。
●ボートレース宮島の収益金は、大竹市のまちづくりに役立てられています。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

日月火水木金土日月火水木金土日月・祝火水木金土日月・祝火水木金土日月

Ｇ
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第
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回
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第15回PayPay
銀行賞

GⅢマンスリー
BOATRACE杯争奪

宮島プリンセスカップ♥

BTS尾道開設
4周年記念
第45回報知

エキサイトカップ
パ ル ボ ー ト 宮 島 発 売

9月

1617 OTAKE 2024（令和6）.9OTAKE 2024（令和6）.9



　

ま
た
、
米
海
兵
隊
岩
国
航
空
基
地
隊
員

約
30
名
も
上
陸
用
舟
艇
で
駆
け
付
け
、
消

防
団
や
約
40
名
の
県
警
機
動
隊
員
と
と
も

に
懸
命
の
消
火
作
業
に
あ
た
っ
た
。
さ
ら

に
海
上
保
安
庁
も
市
消
防
本
部
の
要
請
に

応
え
て
巡
視
艇
を
派
遣
し
、
夜
通
し
消
防

隊
や
機
材
の
運
搬
に
協
力
し
た
の
で
あ

る
。
当
時
阿
多
田
島
航
路
に
は
フ
ェ
リ
ー

は
就
航
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

 

※
大
竹
市
は
昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年

４
月
13
日
に
、
米
国
海
軍
航
空
隊
第

９
５
５
部
隊
と
「
消
防
相
互
援
助
協
定
」

を
結
ん
で
い
た
。

　
 

※
阿
多
田
島
航
路
に
フ
ェ
リ
ー
が
就
航

す
る
の
は
昭
和
60
（
１
９
８
５
）
年
３

月
30
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
各
方
面
か
ら
の
応
援
に
よ
る

７
０
０
名
近
い
消
火
隊
は
、
尾
根
か
ら
海

岸
ま
で
の
雑
木
を
伐
採
し
、
枯
れ
草
を
刈

り
取
っ
て
防
火
帯
を
作
り
延
焼
を
懸
命
に

防
い
で
い
っ
た
。
陸
上
自
衛
隊
員
た
ち
は

　

昭
和
49
︵
１
９
７
４
︶
年
は
大
竹
市
が

誕
生
し
て
20
年
目
の
節
目
の
年
で
あ
る
。

昭
和
29
︵
１
９
５
４
︶
年
９
月
１
日
に
大

竹
市
が
誕
生
し
て
以
来
、
企
業
誘
致
に
よ

る
財
政
基
盤
の
確
立
や
、
都
市
計
画
事
業

を
推
進
し
工
業
都
市
と
し
て
着
々
と
発
展

し
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
市
の
歴
史

を
俯ふ

瞰か
ん

し
た
視
点
で
と
ら
え
た
と
き
、
こ

の
年
、
大
竹
市
は
創
業
期
か
ら
発
展
期
へ

と
新
た
な
段
階
に
転
換
す
る
分
岐
点
と

な
っ
た
年
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。
そ
ん

な
歴
史
的
出
来
事
が
あ
っ
た
年
で
あ
る
。

阿
多
田
島
壊
滅
の
危
機
!?

　

こ
の
年
の
初
め
、
大
竹
市
は
阿
多
田
島

壊
滅
の
危
機
に
遭
遇
す
る
。

　

１
月
９
日
午
後
７
時
５
分
ご
ろ
、
阿
多

田
島
で
タ
バ
コ
の
火
の
不
始
末
か
ら
山
火

事
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
出
火
場
所
は
、

島
の
南
側
で
通
称
「
岩い

わ

室む
ろ

」
と
呼
ば
れ
て

い
る
地
区
。早
速
、地
元
消
防
団
が
消
火
活

動
に
あ
た
っ
た
が
、火
勢
は
北
に
向
か
っ
て

広
が
り
、
島
で
最
も
高
い
高
山
︵
標
高
２

０
４
ｍ
︶
の
頂
上
を
越
え
て
、
民
家
が
密

集
す
る
本
浦
地
区
に
迫
る
勢
い
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
事
態
を
憂
慮
し
た
市
は
、
翌
日
午

前
２
時
に
県
知
事
を
通
じ
て
陸
上
自
衛
隊

に
応
援
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
た
。
要
請
を
受
け
た
陸

上
自
衛
隊
第
13
師
団
の
隊
員
２
３
６
名

は
、
午
前
６
時
20
分
に
小
方
港
へ
到
着
、

待
ち
構
え
て
い
た
海
上
自
衛
隊
の
輸
送
船

に
分
乗
し
て
火
災
現
場
へ
向
か
っ
た
。

消
火
液
の
入
っ
た
噴
霧
器
や
水
タ
ン
ク
を

背
負
い
、特
製
の「
火
タ
タ
キ
」を
持
っ
て
、

火
の
手
を
食
い
止
め
る
た
め
、
山
の
斜
面

に
展
開
し
な
が
ら
の
必
死
の
作
業
で
あ
っ

た
。

　

一
方
、
阿
多
田
島
婦
人
会
︵
現
:
阿
多

田
区
自
治
会
女
性
部
︶
も
徹
夜
で
炊
き
出

し
を
行
い
、
２
年
前
に
台
湾
か
ら
招し

ょ
う
へ
い聘さ

れ
た
陳
先
生
の
阿
多
田
島
診
療
所
も
夜
間

開
業
し
て
け
が
人
の
手
当
て
を
す
る
な
ど
、

島
は
大
変
な
混
乱
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

懸
命
の
消
火
作
業
の
結
果
、
１
月
10
日

正
午
に
は
、
さ
す
が
の
猛
火
も
火
勢
が
衰

え
、
午
後
１
時
半
、
島
︵
面
積
２
３
９
ha
︶

の
約
半
分
に
あ
た
る
１
１
０
ha
を
焼
い
て

よ
う
や
く
鎮
火
し
た
の
で
あ
っ
た
。
本
浦

（上）消火活動に従
事する陸上自衛隊
員（下右）島の南側
から出火した炎は
島の約半分を焼き
尽くした（下左）島
に水を運ぶ小方港
の給水運搬船。

問い合わせ
　企画財政課　☎59-2124

市制施行70周年連載企画

振り返る
70年

地
区
の
集
落
は
、
地
元
消
防
団
を
始
め
、

自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
、
警
察
機
動
隊
、

市
消
防
、
米
海
兵
隊
等
多
く
の
人
た
ち
の

協
力
で
奇
跡
的
に
守
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

 

※
昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
８
月
８
日
、

中
華
民
国
（
現
：
台
湾
）
の
医
師
、
陳

永
福
医
師
が
阿
多
田
島
診
療
所
に
着
任

し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
試
練

　

阿
多
田
島
壊
滅
の
危
機
を
奇
跡
的
に
回

避
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
阿
多
田
島
に
は

さ
ら
な
る
試
練
が
待
っ
て
い
た
。
山
火
事

の
原
因
は
タ
バ
コ
の
火
の
不
始
末
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
昭
和
48︵
１
９
７
３
︶年
11

月
か
ら
雨
ら
し
い
雨
が
降
っ
て
い
な
か
っ

た
の
も
火
災
が
拡
大
し
た
一
因
で
あ
っ
た
。

雨
が
降
っ
て
い
な
か
っ
た
阿
多
田
島
で

は
、簡
易
水
道
の
本
浦
貯
水
池
︵
２
７
０
０

ト
ン
︶
の
水
が
減
る
一
方
で
、
12
月
11
日

か
ら
は
、
毎
日
午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
断
水
と
い
う
第
１
次
節
水
の
対
策
を

採
っ
て
い
た
。
そ
し
て
火
災
が
発
生
し
た

１
月
９
日
か
ら
は
、
断
水
を
さ
ら
に
強
化

し
、
午
前
６
時
か
ら
３
時
間
、
午
後
４
時

か
ら
４
時
間
と
１
日
７
時
間
給
水
の
第
２

次
節
水
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
給
水
制
限
に
は
限
度
が
あ
り
、

市
水
道
局
は
当
面
の
飲
料
水
を
本
土
か
ら

運
搬
す
る
こ
と
に
し
た
。
１
月
12
日
か
ら

３
日
間
、
三
原
市
の
給
水
運
搬
船
を
借
り

て
１
回
に
５
０
０
ト
ン
の
水
を
３
回
運
び
、

本
浦
貯
水
池
の
水
は
何
と
か
１
５
０
０
ト

ン
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
第
２
次
節
水
は

継
続
さ
れ
た
が
、
１
月
21
日
、
願
い
が
天

に
通
じ
た
の
か
待
望
の
雨
が
17
ミ
リ
降
っ

た
た
め
、
第
１
次
節
水
に
緩
和
さ
れ
、
窮

地
を
脱
し
て
い
る
。

　

 

※
本
土
か
ら
の
海
底
送
水
菅
が
完
成
す

る
の
は
、８
年
後
の
昭
和
56（
１
９
８
１
）

年
12
月
14
日
の
こ
と
で
あ
る
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
大
竹
駅
駅
舎

　

阿
多
田
島
が
危
機
を
脱
し
た
２
月
６

日
、
国
鉄
大
竹
駅
︵
現
Ｊ
Ｒ
大
竹
駅
︶
が

新
し
い
駅
舎
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
が
８
３
９
㎡
の
駅
舎
で
、
１
階
改
札

口
の
近
く
に
は
大
竹
市
の
特
産
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
紙
や
繊
維
、
石

油
化
学
製
品
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど
市
内
の
工

業
製
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
当
時
大
竹

駅
に
停
車
す
る
列
車
は
特
急
が
4
本
、
急

行
が
17
本
の
ほ
か
快
速
電
車
な
ど
１
日
81

本
で
、
１
日
当
た
り
の
乗
降
客
数
は
約

６
７
０
０
人
だ
っ
た
。︵
令
和
４
年
時
点

で
は
１
日
１
１
４
本
、
１
日
当
た
り
の
乗

降
客
数
は
２
７
０
０
人
︶

　

駅
舎
の
改
築
に
先
立
ち
４
３
０
０
㎡
の

駅
前
広
場
の
整
備
は
、
昭
和
47
年
度
事
業

で
完
成
し
、
緑
地
帯
に
大
き
な
ワ
シ
ン
ト

ン
ヤ
シ
と
ツ
ゲ
が
植
え
ら
れ
た
の
も
、「
み

ど
り
の
窓
口
」
が
開
業
し
た
の
も
こ
の
時

で
あ
る
。な
お
、令
和
５︵
２
０
２
３
︶年
２

月
、Ｊ
Ｒ
大
竹
駅
の
駅
舎
は
ち
ょ
う
ど
半
世

紀
ぶ
り
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
玖
波
公
民
館
完
成

　

現
在
の
玖
波
公
民
館
が
、
完
成
し
た
の

も
こ
の
年
の
９
月
で
あ
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
が
１
２

１
４
㎡
、
各
室
に
は
冷
暖
房
が
完
備
さ
れ

た
最
新
の
施
設
で
、
当
時
の
予
算
で
１
億

１
千
万
円
の
事
業
費
で
あ
っ
た
。
半
世
紀

も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
地
域
住
民
の
学
習

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
玖
波
公
民

館
も
、
令
和
８
年
度
末
に
は
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

玖波公民館 大竹駅落成式

第６回 阿多田島の危機から始まった
 「昭和49年」

市制施行20周年の年は、市にとってさまざまな出来事
が起こり、大きな転換期を迎えた年といえます。そんな
昭和49年を今月号と来月号にわたり振り返ります。
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②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
︑

　

老
齢
基
礎
年
金
の

　

受
給
資
格
が
な
い
方

　
70
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
受
給
資

格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
海
外
に
在
住
す
る
︑

　

 

日
本
国
籍
を
持
つ
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方

　
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
や

受
給
資
格
の
確
保
の
た
め
に
、
任

意
加
入
が
で
き
ま
す
。

繰
り
下
げ
受
給

　
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年

金
を
65
歳
か
ら
で
は
な
く
、
66
歳

か
ら
75
歳
（
生
年
月
日
が
昭
和
27

年
４
月
１
日
以
前
の
方
は
70
歳
）

に
な
る
ま
で
の
間
に
請
求
す
る
こ

と
で
、
65
歳
到
達
月
か
ら
、
実
際

に
受
給
を
開
始
し
た
月
の
前
月
ま

で
の
月
数
ご
と
に
０・
７
％
の
年

金
額
が
増
額
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
増
額
さ
れ
た
年
金
は
、
繰
り
下

げ
請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
受
給
開
始
時
期

　
受
給
資
格
の
あ
る
方
（
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
済
み
期
間
と
免

除
な
ど
の
期
間
の
合
計
が
10
年
以

上
で
あ
る
）
は
、
65
歳
か
ら
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
受
け
取
り
の
前

に
年
金
額
を
増
額
で
き
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
制
度

　
通
常
の
国
民
年
金
保
険
料
に
加

え
て
月
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
で
、
年
金
額
を
増

額
で
き
る
制
度
で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数

に
２
０
０
円
を
掛
け
た
額
が
、
年

金
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

年
金
受
給
開
始
前

年
金
保
険
料
免
除
や

国
外
在
住
の
期
間
が
あ
る
場
合

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
納

付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
を
含
め

ま
す
）
を
受
け
た
方
や
、
海
外
在

住
期
間
の
あ
る
方
は
、
免
除
を
受

け
ず
全
額
納
付
し
た
方
と
比
べ
、

老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
制

度
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

追
納
制
度

　
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ

と
で
、
年
金
を
満
額
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
た
だ

し
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
は
、
追
納
が
承
認
さ
れ
た
月

の
10
年
以
内
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
免
除
の
承
認
か
ら
３
年

度
以
上
経
過
し
た
期
間
の
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
、
当
時
の
保
険

料
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。

任
意
加
入
制
度

　
年
金
の
満
額
支
給
を
受
け
ら
れ

な
い
方
で
、
追
納
期
間
が
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
方
や
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
を
満
た
し
た
い
方
が

加
入
で
き
る
制
度
で
す
。

①
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
︑

　

保
険
料
の
全
額
納
付
済
期
間
が

　

40
年
に
満
た
な
い
方

　
65
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
で
受
給
額
を

満
額
に
近
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
み
地
域
で
の
高
齢

者
人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
が
健
康
に
生
活
で
き
る
地
域

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で

す
。シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

「
伸
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
・
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、

「
楽
し
く
活
動
で
き
る
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
次
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

︻
健
康
づ
く
り
︼

　
運
動
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
、
ペ
タ
ン
ク
大
会
、
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
大
会
な
ど

年金
の

はなし

年金
の

はなし

年金
の

はなし

年金
の

はなし
№335№335

年
金
を
増
額
で
き
る
制
度

問
い
合
わ
せ

　

広
島
西
年
金
事
務
所　

☎
０
８
２-

５
３
５-

１
５
０
５

　

保
健
医
療
課　

☎
59
２
１
４
１

伸ばそう！健康寿命・担おう！地域づくり

シニアクラブで
地域の仲間づくりをしてみませんか
問い合わせ
　シニアクラブ連合会事務局（社会福祉協議会内）
　☎52-2235

講　

師　
安
部
友
裕
さ
ん
（
元
広

島
東
洋
カ
ー
プ
）

申
し
込
み

　
不
要
（
定
員
３
０
０
人
）

　
「
歯
の
健
康
」
と
「
か
ら
だ
の

健
康
」と
の
関
連
に
つ
い
て
学
び
、

学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
の
能
力
向
上
と

の
つ
な
が
り
、
安
部
友
裕
さ
ん
の

健
康
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
の
講

演
で
す
。
講
演
会
終
了
後
20
分
程

度
安
部
さ
ん
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
す
。当
日
は
要
約
筆
記
、

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

と　

き

　
11
月
9
日
㈯
14
時
〜
15
時
30
分

（
13
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

と
こ
ろ　
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
：
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
、

ま
た
は
大
竹
中
学
校
第
２
駐
車
場

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
に
世
界

で
活
躍
し
て
い
る
三
宅
さ
ん
の

ト
ー
ク
＆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　
「
玖
波
公
民
館
学
び
の
カ
フ
ェ
」

と
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
事

業
ド
リ
ー
ム
講
座
」
の
同
時
開
催

企
画
で
す
。

と　

き　
10
月
５
日
㈯　
13
時
30

分
〜
14
時
30
分
（
13
時
開
場
）

と
こ
ろ　
玖
波
公
民
館
大
ホ
ー
ル

出　

演　
三
宅
由
利
子
さ
ん

定　

員　
60
人
程
度

申
し
込
み　
９
月
２
日
㈪
か
ら
玖

波
公
民
館
へ
電
話
、
ま
た
は
電
子

申
請
で
。

︻
親
睦
・
生
き
が
い
対
策
︼

　
ふ
れ
あ
い
旅
行
（
一
泊
旅
行
と

日
帰
り
旅
行
）、囲
碁・将
棋
大
会
、

芸
能
大
会
、大
竹
ふ
れ
あ
い
健
康・

福
祉
ま
つ
り
作
品
展
、
民
謡
教
室

な
ど

︻
奉
仕
活
動
︼

　

公
園
・
神
社
・
道
路
の
清
掃
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
環
境
美

化
活
動

　
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
「
楽
し
い

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
を
進
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

※
地
域
の
ク
ラ
ブ
活
動
資
金
に

は
、市
か
ら
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

在
宅
高
齢
者
実
態
調
査

民
生
委
員
の
調
査
に
ご
協
力
を

問
い
合
わ
せ

　

地
域
介
護
課　

☎
59
２
１
４
４

　
民
生
委
員
が
高
齢
者
世
帯
を
訪

問
し
て
、
世
帯
や
身
体
の
状
況
な

ど
の
実
態
を
調
査
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
調
査
は
、
市
の
施
策
や
民

生
委
員
の
支
援
活
動
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
調
査
票
は
、
地
域

介
護
課
へ
の
直
接
提
出
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
。

対　

象　
70
歳
以
上
の
方

安部友裕〔あべ・ともひろ〕
1989年６月24日生まれ
福岡県北九州市出身・2007年高校生ドラフト１巡
目で広島東洋カープに入団・17年にセリーグ打率４
位を記録するなどチームのリーグ３連覇に貢献・元
広島東洋カープのプロ野球選手
22年に現役引退・株式会社HAKIpro代表取締役

Yuriko Miyake
ニューヨーク在住の表現師。俳優・ダンサー・歌手・振
付師。英国版「Princess MONONOKE～もののけ姫～」
ロンドン公演・日本公演に唯一の日本人キャストとして
出演。オフブロードウェイショー「Jouen」で主演、同
じくオフブロードウェイショー「CLEOPATORA」に出
演。ドキュメンタリー邦画「８DAYS TRIP」のナレーショ
ンを務め、現在は舞台だけでなく、映像作品にも出演。

電子申請は
こちらから。

Photo by Shieri Shelly Yam
afuji

祝市制施行70周年
子どもの歯を守るつどい40周年記念行事講演会

安部友裕さんに学ぶ覇（歯）気活
～元気なからだは、お口の健康から～

問い合わせ
　大竹地区歯科衛生連絡協議会（保健医療課内）
　☎59-2153

市制施行70周年記念事業
ジュニアリーダーと学びのカフェ合同開催
大好き大竹応援大使

三宅由利子さん
問い合わせ
　玖波公民館　☎57-7084

トーク＆
パフォーマンス
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９
月
１
日
は
防
災
の
日
。
台
風
な
ど
に

よ
る
停
電
の
際
に
使
用
さ
れ
る
携
帯
発
電

機
で
、
不
十
分
な
換
気
の
た
め
一
酸
化
炭

素
中
毒
と
な
る
事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
停
電
復
旧
後
の
通
電
に

伴
う
火
災
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
改
め

て
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

携
帯
発
電
機
の
使
用
時
の
注
意

○

室
内
で
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
発
電
運
転
中
の
排
ガ
ス
に
は
一

酸
化
炭
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
屋
内
で

使
用
す
る
と
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

○

屋
外
で
あ
っ
て
も
、
自
動
車
内
や
テ
ン

ト
内
で
使
用
す
る
と
屋
内
と
同
等
以
上

の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
排
ガ
ス
が
逆

流
し
な
い
よ
う
に
出
入
り
口
、
窓
な
ど

の
開
口
部
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
、
か
つ

風
通
し
の
い
い
と
こ
ろ
で
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
の
ア
ド
バ
イ
ス

○

一
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
）
は
、
無
色
・
無

臭
で
気
が
付
き
に
く
い
人
体
に
有
害
な

気
体
で
す
。
最
悪
の
場
合
、
死
に
至
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○

木
炭
・
練
炭
な
ど
の
炭
の
燃
焼
で
も
一

酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。
屋
内
で
使

用
す
る
場
合
は
、
十
分
に
換
気
し
ま

し
ょ
う
。

○

ガ
ス
の
不
完
全
燃
焼
な
ど
に
よ
る
一
酸

化
炭
素
中
毒
の
事
故
も
あ
り
ま
す
。
こ

ま
め
な
換
気
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○

一
酸
化
炭
素
を
感
知
し
、
危
険
を
知
ら

せ
る
「
住
宅
用
ガ
ス
・
Ｃ
Ｏ
警
報
機
」

を
設
置
す
る
の
も
事
故
を
防
ぐ
手
段
と

し
て
有
効
で
す
。

通
電
火
災
の
注
意

○

自
宅
か
ら
避
難
す
る
際
に
時
間
的
な
猶

予
が
あ
る
場
合
は
、
停
電
復
旧
時
に
異

常
が
あ
る
製
品
に
通
電
さ
れ
る
こ
と
に

よ
る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
分
電
盤

の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

普
段
か
ら
分
電
盤
の
位
置
や
操
作
方
法

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○

特
に
ヒ
ー
タ
ー
を
内
蔵
し
た
電
気
コ
ン

ロ
や
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
電
熱
器
具

は
、
停
電
復
旧
時
に
意
図
し
な
い
作
動

に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
停
電
時
に

は
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜

き
ま
し
ょ
う
。

○

停
電
復
旧
後
、
浸
水
や
落
雷
な
ど
に
よ

る
損
傷
を
免
れ
た
製
品
を
使
う
際
は
、

機
器
な
ど
の
外
観
に
異
常
が
な
い
か

（
電
源
プ
ラ
グ
や
コ
ー
ド
に
損
傷
は
な

い
か
、
製
品
に
焦
げ
た
痕
は
な
い
か
、

な
ど
）
を
確
認
の
上
、分
電
盤
の
ブ
レ
ー

カ
ー
を
入
れ
、
機
器
の
電
源
プ
ラ
グ
を

１
台
ず
つ
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
、
様
子

を
確
認
し
な
が
ら
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。
異
音
や
異
臭
が
す
る
場
合
は
、
必

ず
使
用
を
中
止
し
、
メ
ー
カ
ー
や
販
売

店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
見
守
り
新
鮮
情
報
№
３
８
３
、
消
費
者

庁
、
経
済
産
業
省
、
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ　

Ｎ
ｅ
ｗ

ｓ　

Ｒ
ｅ
ｌ
ｅ
ａ
ｓ
ｅ
令
和
５
年
８
月
19

日
よ
り
）

　

公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
は
、
市
と
共
催

で
お
お
た
け
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
市
内
一
斉
清
掃
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
「
お
お
た
け
の
ま
ち

を
ク
（
９
）
リ
ー
ン
に
し
（
４
）
よ
う
で
ぇ

〜
（
ｄ
ａ
ｙ
）
の
語
呂
合
わ
せ
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

に
あ
わ
せ
、
自
治
会
な
ど
で
行
っ
て
い
る

地
区
清
掃
を
９
月
の
第
４
日
曜
日
に
市
内

で
一
斉
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、「
き
れ
い

で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
機
運
を
高

め
る
た
め
、
平
成
26
年
の
市
制
施
行
60
年

の
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
実
施
日
は
、
９
月
22
日
㈰
で
す
。

清
掃
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
感
染
対
策
、

ま
た
熱
中
症
な
ど
に
気
を
つ
け
て
無
理
の

な
い
よ
う
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

◆
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
産
業
振
興
課
内
）

　
　

☎
57
３
２
３
６

　
【
相
談
日
】
火
・
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

　

◆
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

☎ 

１
８
８
（
泣
き
寝
入
り
イ
ヤ
ヤ
）

消費者
シリーズ
消費者
シリーズ
No.280No.280

停
電
時
の
発
電
機
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
中
毒
や
、

復
旧
後
の
通
電
火
災
に
注
意
！

―
災
害
を
き
っ
か
け
に
し
た
製
品
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
―

おおたけ
クリーンキャンペーン
  市内一斉清掃　９月22日●日

問い合わせ
　公衆衛生推進協議会（リサイクルセンター内）
　☎59-2112

　
７
月
16
日
、
大
竹
小
学
校
で
３
年
生
児

童
に
対
す
る
自
転
車
安
全
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
大
竹
警
察
署
、
大
竹
交

通
安
全
協
会
、
広
島
県
自
転
車
協
同
組
合

大
竹
支
部
の
方
が
招
か
れ
、
児
童
ら
は
真

剣
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

大
竹
警
察
署
、
大
竹
交
通
安
全
協
会
か

ら
は
、「
自
転
車
も
自
動
車
の
仲
間
」「
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
」
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
交
通
事
故
が

起
こ
る
要
因
と
防
止
方
法
に
関
す
る
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

広
島
県
自
転
車
協
同
組
合
大
竹
支
部
か

ら
は
、
自
転
車
の
点
検
整
備
の
合
い
言
葉

「
ブ
タ
は
し
ゃ
べ
る
」
に
つ
い
て
、
実
際

に
自
転
車
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
丁
寧

な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
点
検
方
法
を
学
べ
て
よ

か
っ
た
。」「
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
は
、

分
か
っ
て
は
い
る
け
ど
、
で
き
て
い
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
気
を
つ
け
た
い
。」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
交
通
安
全
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

衣
類
や
毛
布
、
布
団
、
折
り
畳
ん
だ
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
マ
ッ
ト
類
な
ど
が
燃
え

る
素
材
で
あ
る
た
め
「
も
や
す
ご
み
」
の

日
に
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

が
中
継
施
設
や
焼
却
施
設
の
機
械
の
故
障

の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

衣
類
・
毛
布
類
は
﹁
資
源
回
収
専
用
袋

︵
青
色
︶」
を
使
用
し
、「
衣
類
・
毛
布
類
」

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
衣
類
や
シ
ー

ツ
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
・
ボ
タ
ン
は
、
付
い
た

点 検 整 備について
説明する広島県自転
車協同組合 大竹支
部の岡田さん（中央）

広
島
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
抜
粋

ま
ま
で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
も
や
す
ご
み
と
し
て
出
す
場
合

は
、
必
ず
30
㎝
四
方
未
満
、
ま
た
は
長
さ

30
㎝
未
満
に
切
っ
て
、「
も
や
す
ご
み
専

用
袋
（
オ
レ
ン
ジ
色
）」
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

袋の口はしっかり結んでください。

交
通
ル
ー
ル
や
自
転
車
の
点
検
学
ぶ

大
竹
小
で

自
転
車
安
全
教
室

　

問
い
合
わ
せ

　
　

自
治
振
興
課　

☎
59
２
１
４
２

問い合わせ　環境整備課リサイクルセンター　☎52-5101

30㎝より大きい衣類・毛布類は
「青色のごみ袋」に入れて
「衣類・毛布類」の日に出してください―

74

「ひろしま環境の日」一斉行動
毎月第１土曜日は「ひろしま環境の日」です。

環境整備課 ☎59-２１５４
家庭で、職場で、できることからはじめましょう。

9月のテーマ9月のテーマ
やってみよう省エネ生活！
～こまめに水を止めよう～
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―「
平
成
」や
「
栗
谷
・
松
ケ
原
・
川
手
・
阿
多
田
」の
写
真
も
募
集
―

と
し
て
写
真
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
歴
史
の
証
人
」

問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課　

☎
59
２
１
２
４

出
場
エ
ン
ト
リ
ー
受
け
付
け
中

　

９
月
30
日
㈪
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
で
は
難
し
く
て
も
、
チ
ー
ム

な
ら
走
り
き
れ
る
…
。
チ
ー
ム
戦
な
ら
で

は
の
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
！

　

種
目
や
詳
細
、
申
し
込
み
は
特
設
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

協
賛
、
出
展
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け

中
で
す
。

特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
か
ら

　

将
来
の
市
史
編
さ
ん
の
た
め
募
集
し
て

い
る
大
竹
の
往
時
（
平
成
20
年
ご
ろ
ま
で
）

の
写
真
と
し
て
、
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

写
真
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
ま
で
に
ご
提
供
い
た
だ
い
た
写
真
は

お
よ
そ
３
０
０
枚
で
す
が
、
平
成
時
代
の

写
真
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成

時
代
の
写
真
も
含
め
て
引
き
続
き
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
企
画
財
政
課
ま
で
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

12月15日日
晴海臨海公園

瀬戸内リレーマラソン in 大竹

問い合わせ　実行委員会事務局
　（生涯学習課内）　☎53-6677

熱戦が繰り広げられる一方、飲
食ブースが設けられ、さまざま
な味を楽しんでいました。

前回大会の
フォトアルバム
などは
こちらから

【前回参加者の声】
○ みんなで楽しめる良い大会

でした。
○ 面白い雰囲気、次回また参

加したい。
○ ネットで現時点のラップタ

イムが確認できるところが
良かった。

○ 飲食ブースや子どもが楽し
めるブースがあり、家族で
また行きたいです。

昭
和
24（
１
９
４
９
）年
８
月
に「
広
島
県
名
勝

に
指
定
さ
れ
た
「
弥
栄
峡
」
で
水
遊
び
を
楽
し

ん
で
い
る
写
真
。「
弥
栄
峡
」
は
広
島
・
山
口
の

県
境
を
流
れ
る
小
瀬
川
の
中
流
、
魚
切
（
う
お

き
り
）
か
ら
南
約
３
㎞
に
あ
る
峡
谷
で
、
当
時

は
弥
栄
ダ
ム
が
な
か
っ
た
た
め
、奇
岩
が
多
く

み
ら
れ
る
景
勝
地
だ
っ
た
。現
在
で
は
魚
切
周

辺
を
除
い
て
、ほ
と
ん
ど
が
ダ
ム
湖
に
沈
ん
で

い
る
。

小
清
水
教
夫
さ
ん（
東
栄
１
丁
目
）提
供
。

現
在
の
立
戸
郵
便
局
が
あ
る
あ
た
り
で
行
わ

れ
た
立
戸
地
区
の
運
動
会
の
様
子
で
あ
る
。

新
出　

肇
さ
ん（
立
戸
１
丁
目
）提
供
。

昭和59（1984）年８月撮影（カラー）

昭和61（1986）年10月撮影（カラー）

イ
ベ
ン
ト
紹
介

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

と
き
９
月
13
日
㈮
10
時
30
分
か
ら
▼
と
こ
ろ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
お
た
け
３
▼
対
象
０
歳
か
ら

親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

と
き
９
月
13
日
㈮
11
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
お
お
た
け
１
▼
対
象
１
歳
か
ら

お
は
な
し
会

と
き
９
月
21
日
㈯
11
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
図
書
館

１
階
お
は
な
し
の
へ
や
▼
対
象
幼
児
・
小
学
生

※
お
は
な
し
会
は
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
当
日
来
館
し
て
く

だ
さ
い
。

展
示
コ
ー
ナ
ー

一
般
向
き  

テ
ィ
ー
タ
イ
ム

児
童
向
き  

サ
バ
イ
バ
ル

時
事
コ
ー
ナ
ー  

祝
市
制
施
行
70
周
年
﹃
大
竹
市
﹄

お
知
ら
せ

市
制
施
行
70
周
年
記
念
行
事

~
図
書
館
ク
イ
ズ
﹃
コ
イ
ち
ゃ
ん
よ
り
先
に
マ

ロ
ン
を
ミ
ッ
ケ
！
﹄
に
挑
戦
し
よ
う
！

９
月
１
日
㈰
か
ら
29
日
㈰
ま
で
、
小
学
生
や
未

就
学
児
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
大
竹
市
に
関
す

る
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
、
コ
イ
ち
ゃ
ん
よ
り

先
に
マ
ロ
ン
と
宝
物
を
み
つ
け
て
ね
！ 

図
書
館
の
コ
ー
ナ
ー
紹
介

人
気
の﹁
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
文
庫
﹂を
カ
ウ
ン
タ
ー

前
に
コ
ー
ナ
ー
化
し
ま
し
た
。
目
に
つ
く
場
所

な
の
で
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
数

が
増
え
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

市立図書館ホームページ

携帯アドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/mobile
問い合わせ FAX 52-8005☎52-5338

土金木水火月日

■白字は図書館の休館日です。○はおはなし会の日です。

９月（SEP）
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

「ぬいぐるみおとまり会」アルバムを
いちばんに取りに来てくれました。

人気の「ライトノベル文庫コーナー」

親子で楽しむおはなし会でのひとコマ
「わらべうた」でおおなみこなみ～

●掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

新 刊 案 内 ♠♦♣♥お と な 本
の♠♦♣♥こ ど も 本

の

「精霊を統べる者　　　　　
　　　創元海外SF叢書」

「室町ワンダーランド
　　あなたの知らない
　　　「もうひとつの日本」」

清水　克行／著
（文藝春秋）

「カマキリブラザーズビジュアル
　　ブック　Insect Ecology Book」

渡部　宏／著
昆虫科学研究センターISRC／監修

オーム社／編
（オーム社）

「たった2℃で…　　　
　　地球の気温上昇が

　　　　　　もたらす環境災害」
キム　ファン／文

チョン　ジンギョン／絵
（童心社）

「ビジュアル図鑑妖怪」
木下　昌美／監修

（カンゼン）

P. ジェリ・クラーク／著
鍛治　靖子／訳
（東京創元社）

　夏休み、小６のコタは生意気な
小4の風馬に「もしひまだったら、
ぼくの自由研究を手伝ってほしいん
だ」と声をかけられた。その頼みと
は、二人が住む広島・尾道から愛
媛・今治を結ぶ「しまなみ海道」を
チャリで渡ることで…。

林　けんじろう／作
坂内　拓／絵
（講談社）

「ブルーラインから、はるか」

　19世紀後半、伝説の魔術師に
よってジン（精霊）や魔法が復活
し、エジプトは急速に発展するが、
彼は姿を消す。それから40年後、
エジプト魔術省のエージェント・
ファトマは、恋人とともに蘇った伝
説の魔術師の謎を追う。

YouTube大竹市
図書館チャンネル
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● 掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

イベント・行事子育て支援施設

松ケ原こども館
松ケ原こども館☎57-8333・福祉課☎59-2148

　　　　毎週月曜日～水曜日・金曜日・土曜日
　　　　９月16日（月・祝）、23日（月・振）
　　　　10時～12時　13時～16時
　　　　松ケ原町４４５番地２

　 　松ケ原こども館は、乳児から中学生までの子どもと保護者（市
内に限らず）を対象とした、無料で利用できる施設
です。自然の中でゆっくり・のんびり過ごしてみま
せんか。ママ&キッズふれあいエクササイズ・こど
も館リトミック・和みのヨーガは、毎月開催中。日程
などは、ほのぼのんホームページをご覧ください。

開館日
休館日
利用時間
ところ

〇 ふ～先生と話そう ９月６日㈮　10時30分～
　  子育てアドバイザー濱村史子さんと一緒に子育てのことや療育のことなど

みんなでお話しましょう。（要予約）
〇 みんなでつくろう！ ９月10日㈫、11日㈬　10時30分～
　 敬老の日のプレゼント。お家に飾ってもかわいい。
〇 おはなし会 ９月14日㈯　10時30分～
　 おはなしグループ「ぐりとぐら」さんによるおはなし会です。お楽しみに！
〇 みんなの助産室 ９月17日㈫①10時30分～②11時～
　  ＠松ケ原こども館 （要予約。個別相談各１組）
　  妊娠期や産前産後、子どもの成長や発達、パートナー、性教育や性について

など、なんでも話してみませんか。
 〇 親子でまなあそ ９月24日㈫　10時30分～
　「ママコン～ママの懇親会」
　 詳しくは、別ページをご覧ください。
〇 誕生日会 ９月27日㈮　10時30分～
　（誕生児は要予約。前月から予約できます。25日㈬締め切り）
　「おべんとうバス　ペープドールシアター」
　 　利用の予約は、電話または直接松ケ原こども館へ。

http://members.fch.ne.jp/honobonon/

イベント
と　き

と　き

と　き

と　き

と　き

と　き

さかえ子育て支援センター
さかえ子育て支援センター☎53-9766・福祉課☎59-2148

　　　　毎週月曜日～金曜日
　　　　９月16日（月・祝）、23日（月・振）
　　　　９時30分～12時、13時30分～16時30分
 　（予約優先。利用人数10組程度）
　　　　西栄3丁目12番25号

　 　親子の交流、子育て情報の提供などを行っています。無料で利
用できますので、気軽にお越しください。利用を希望する方は電
話または直接さかえ子育て支援センターへ。

開館日
休館日
利用時間

ところ

〇 英語でリトミック
　 うたや楽器を取り入れた楽しいリトミック遊び♪
 9月12日㈭10時～10時30分
 おおむね1歳半程度の子どもと保護者
 石川　綾子さん
 7組程度（申込順）
 前日までに予約
〇  英語でベビーマッサージ＆ベビーフォト
　 リズムや英語を取り入れた楽しいベビーマッサージ♪
　ママとふれあう自然な姿を写真に残しませんか。
 9月19日㈭10時～11時
 1歳前後の子どもと保護者
 石川　綾子さん（ベビーマッサージ講師）、藤倉　綾香さん（ベビーフォト）
 バスタオル、着脱しやすい赤ちゃん服
 7組程度（申込順）
 前日までに予約
〇 栄養相談（スマッシュケーキ実演あり）
 9月20日㈮10時30分～12時
 乳幼児と保護者
 信友　美小子さん（江崎グリコ株式会社　栄養士・子ども心理カウンセラー）
　 授乳時期、離乳時期、幼児期の栄養相談、産後ママの食事ポイントなどのアドバイスをします。
 8組程度
　　　　　　　　　　　　電話または直接さかえ子育て支援センターへ。
　そのほかの行事は、さかえ子育て支援センターのホームページをご覧ください。

イベント

と　き
対　象
講　師
定　員
申し込み

と　き
対　象
講　師
持参品
定　員
申し込み

と　き
対　象
講　師

定　員
各イベントの申し込み

子育て支援センター
どんぐりHOUSE（にじいろこども園内）
どんぐりHOUSE☎59-3500・福祉課☎59-2148

　　　　毎週月曜日～金曜日・第２・３土曜日
　　　　９月16日（月・祝）、23日（月・振）
　　　　 子育て支援ルーム：９時30分～12時、13時30分～16時30分
　　　　親子ラウンジ：９時30分～12時、13時～16時30分
　　　　親子ラウンジ（食事のみ）12時～13時
　　　　小方１丁目11番１号

　親子ラウンジで12時～13時まで食事ができます（この時間は遊べません）。

開館日
休館日
利用時間

ところ

〇 作ってあそぼう ９月12日㈭、13日㈮９時30分～11時30分
 （要予約・10組程度）
　 お月見だんごを作りましょう。

〇 身体測定 ９月17日㈫～20日㈮９時30分～12時
〇 お話し会 ９月24日㈫11時～
　 にじいろのたねによるお話

〇 誕生会 ９月27日㈮11時～
　  みんなで９月生まれのお友達をお祝いしましょう。誕生児はお祝いカード

に手形を押しますので少し早めにお越しください。

イベント
と　き

と　き

と　き

と　き

ホームページ

ホームページ

Ray-wa
information station

情
報ステーション

市内の各種団体名の「大竹市」「大竹」などは、原則省略しています。
時間は24時間表記です。（例：午後1時⇒13時）
参加料など金額表示のないものは、原則無料。

ど
ん
ぐ
り
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

松
ケ
原
こ
ど
も
館

に
じ
い
ろ
こ
ど
も
園

さ
か
え
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

● 掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

子
育
て

松
ケ
原
こ
ど
も
館
子
育
て
講
座

親
子
で
ま
な
あ
そ

「
マ
マ
コ
ン
〜
マ
マ
の
懇
親
会
〜
」

松
ケ
原
こ
ど
も
館

☎
57
８
３
３
３

　

親
子
が
主
役
の
子
育
て
イ
ベ
ン

ト
。毎
月
、講
座
や
座
談
会
な
ど
、親

子
で
学
ん
だ
り
遊
ん
だ
り
で
き
る

企
画
を
パ
パ
マ
マ
目
線
で
考
え
て

い
ま
す
。９
月
は
、
マ
マ
さ
ん
同
士

の
交
流
を
目
的
と
し
た
マ
マ
コ
ン

〜
マ
マ
の
懇
親
会
〜
第
２
回
目
で

す
。マ
マ
同
士
で
、
子
育
て
や
子
ど

も
の
成
長
で
気
に
な
る
こ
と
、園
選

び
や
入
園
後
の
こ
と
、２
学
期
か
ら

の
こ
と
な
ど
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
９
月
24
日
㈫
10
時
30
分
〜
▼

対
象
乳
幼
児
と
保
護
者
▼
申
し
込

み
前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接

松
ケ
原
こ
ど
も
館
へ
。（
要
予
約
）

ふ
〜
先
生
と
話
そ
う

松
ケ
原
こ
ど
も
館

☎
57
８
３
３
３

と
き
９
月
６
日
㈮
10
時
30
分
〜
▼

対
象
乳
幼
児
と
保
護
者
▼
内
容
子

育
て
の
こ
と
や
療
育
の
こ
と
な
ど

み
ん
な
で
お
話
し
ま
し
ょ
う
。▼
講

師
濱
村
史
子
さ
ん（
子
育
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は

直
接
松
ケ
原
こ
ど
も
館
へ
。（
要
予

約
。定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
）
ふ
〜
先

生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
大
竹
市
出
身
。

松
ケ
原
こ
ど
も
館
事
業
運
営（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ほ
の
ぼ
の
ん
前
理
事
長
）に

携
わ
っ
た
後
、児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
で
療
育
に
従
事
し
、児
童
発
達

支
援
管
理
責
任
者
資
格
を
取
得
。現

在
も
児
童
発
達
支
援
事
業
施
設
の

施
設
長
を
務
め
な
が
ら
、多
方
面
か

ら
子
育
て
支
援
に
か
か
わ
っ
た
経

験
を
活
か
し
、家
庭
に
寄
り
添
っ
た

支
援
で
、子
育
て
の
楽
し
さ
を
伝
え

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康

Ｋａ
Ｒ
ａ
Ｄａ
カ
フ
ェ

（
玖
波
健
康
講
座
）

玖
波
公
民
館 

☎
57
７
０
８
４

　

運
動
初
心
者
で
も
簡
単
に
楽
し

く
で
き
る
運
動
を
メ
イ
ン
に
行
い

ま
す
。健
康
的
な
運
動
習
慣
を
身
に

つ
け
て
、心
も
身
体
も
健
康
に
。

と
き
９
月
５
日
㈭
10
時
〜
11
時
▼

内
容
姿
勢
改
善（
姿
勢
を
整
え
る
運

動
に
つ
い
て
）▼
と
き
９
月
19
日
㈭

10
時
〜
11
時
▼
内
容
タ
オ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ（
自
宅
で
も
実
践
で
き

る
運
動
）▼
と
こ
ろ
玖
波
公
民
館
▼

講
師
健
康
運
動
実
践
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は

直
接
玖
波
公
民
館
へ
。

ヘ
ル
シ
ー

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
パ
ッ
と
教
室

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

　

料
理
と
運
動
を
通
し
て
健
康
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。料
理
の
み
、
運

動
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。パ
ッ

と
簡
単
に
で
き
て
、健
康
に
な
れ
る

料
理
と
運
動
を
実
践
し
て
み
ま
せ

ん
か
。男
性
も
大
歓
迎
で
す
。男
性

用
エ
プ
ロ
ン
の
貸
し
出
し
も
あ
り

ま
す
の
で
、気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

と
こ
ろ
総
合
市
民
会
館
▼
対
象
市

内
在
住
の
方（
年
齢・
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
）▼
参
加
料
５
０
０
円（
料

理
教
室
の
み
）▼
持
参
品（
料
理
教

室
）エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ

オ
ル（
運
動
）運
動
し
や
す
い
服
装
、

運
動
靴
、飲
み
物
、タ
オ
ル
▼
申
し

込
み
料
理
教
室
は
３
日
前
ま
で
に
、

運
動
教
室
は
前
日
ま
で
に
電
話
ま

た
は
直
接
保
健
医
療
課
へ
。【
託
児
】

３
人（
申
込
順
）託
児
は
、開
催
日
の

３
日
前
ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接

保
健
医
療
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。当
日
、飲
み
物
や
お
や
つ
、お

む
つ
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
託
児
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、講
座
当

日
、午
前
９
時
ま
で
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

と　き 内　容 定　員 託児定員

9月6日（金）
10時
～

12時

料理教室
ミニ栄養講座

メタボリックシンドロームを
予防する食事

～健康的な食事で食生活改善～
25人程度 3人

9月20日（金）
10時
～

11時30分
運動教室 基礎代謝を高めよう

～伸ばして、鍛えて、カロリー消費～ 25人程度 3人

※全日、託児付きです。

障害がある方で就労を希望される方の相談を受け付けます。
予約制のため、前日までに電話で申し込んでください。

障害者
就労相談
と　き ところと　き ９月12日㈭10時～12時 市役所

広島西障がい者就業・生活支援センターもみじへ。
☎0829-34-4717

申し込み／
問い合わせ

気分が
ゆううつ

県西部保健所 ☎0829-32-1181申し込み

心の健康相談心の健康相談
(精神保健福祉相談)

※予約制(２日前までに)

とき・ところ

眠れない
認知症

酒・薬物依存
の問題

対人関係・
職場等での
ストレス

人とうまく
付き合えない

ひきこもり
相談無料

・秘密厳守

悩んでいる方ご本人や、ご家族など、周りの方の相談に
専門の医師が応じます。

9月6日㈮  県西部保健所  14時～１６時
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

● 掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

年
齢
を
重
ね
て
も
動
け
る

体
づ
く
り

「
男
塾
」メ
ン
バ
ー
募
集

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

と
き・内
容
表
の
と
お
り
▼
と
こ
ろ

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ・や
ま
と
▼
対
象
市
内
在

住
の
男
性
で
国
民
健
康
保
険
加
入
の

方
。詳
細
は
表
の
と
お
り
で
す
。▼
講

師
嘉
屋
早
百
合
さ
ん（
健
康
運
動
指

導
士
）ほ
か
▼
参
加
料
１
回
１
０
０

円（
傷
害
保
険
料
）▼
持
参
品
室
内

シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物
、タ
オ
ル
、動
き

や
す
い
服
装
▼
申
し
込
み
参
加
の
前

日
ま
で
に
電
話
で
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ・や
ま

と（
℡
52
８
６
０
１
）へ
。

飲
み
物
、タ
オ
ル
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま

た
は
バ
ス
タ
オ
ル
▼
申
し
込
み
不

要ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

　

２
本
の
ポ
ー
ル
で
歩
き
方
や
姿

勢
を
修
正
し
、今
よ
り
力
強
く
長
い

距
離
を
目
指
し
て
歩
き
ま
す
。普
通

歩
行
の
２
倍
の
消
費
カ
ロ
リ
ー
や

膝
痛
、腰
痛
改
善
、筋
力
ア
ッ
プ
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
る
こ
と
が
魅

力
で
す
。

　
今
月
は
、「
し
っ
か
り
コ
ー
ス
」１

班
の
み
、ナ
イ
タ
ー
開
催
と
な
り
ま

す
。

と
き・と
こ
ろ・内
容・定
員
表
の
と

お
り
▼
対
象
市
内
在
住
の
方
▼
講

師
嘉
屋
早
百
合
さ
ん（
健
康
運
動
指

導
士・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会
認

定
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

▼
参
加
料
５
０
０
円（
傷
害
保
険

料・
今
年
度
分
）
▼
持
参
品
運
動
の

で
き
る
服
装
、飲
み
物
、タ
オ
ル
、ウ

エ
ス
ト
ポ
ー
チ
▼
申
し
込
み
参
加

前
日
ま
で
に
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ・
や
ま
と

（
☎
52
８
６
０
１
）へ
。

健
康

カ
ラ
ダ
が
よ
ろ
こ
ぶ

健
康
講
座 （
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
）

ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け

☎
53
２
２
２
６

　
み
ん
な
で
、楽
し
く
カ
ラ
ダ
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
９
月
11
日
㈬
10
時
〜
11
時
▼

と
こ
ろ
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
▼
内
容

美
姿
勢
ピ
ラ
テ
ィ
ス
▼
講
師
小
松

美
保
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）▼
持
参
品
運
動
の
で
き
る

服
装
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物
、タ

オ
ル
な
ど
▼
申
し
込
み
不
要

カ
ラ
ダ
が
よ
ろ
こ
ぶ

健
康
講
座
（
栄
公
民
館
）

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

　

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
健

康
講
座
で
す
。運
動
習
慣
を
身
に
つ

け
、
健
康
的
な
生
活
を
お
く
り
ま

し
ょ
う
。

と
き
９
月
10
日
㈫
10
時
〜
11
時
▼

と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
内
容
毎
日
コ

ツ
コ
ツ
骨
密
度
を
あ
げ
る
体
操
▼

講
師
明
瀬
佳
子
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）▼
持
参
品
運
動

の
で
き
る
服
装
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

と　き 対　象 内　容

１班
9月7日（土）

13時30分
～

14時45分
（13時から
受け付け）

おおむね
74歳まで

マシントレーニング

9月19日（木） 栄養講座＋（プラス）

2班
9月14日（土）

おおむね
69歳まで

マシントレーニング

9月26日（木） 栄養講座＋（プラス）

※教室は、およそ月2回で実施されます。
※体力に不安のある方など、個々に相談してください。

コース と　き ところ 内　容 定　員

しっかり
コース

（１班）

9月27日
（金）

受け付け：18時15分～
実施：18時30分～19時30分

晴海公園
管理棟前

体験！
ナイターでノルデック

ウォーキングしてみよう
20人

こぶしの里松ケ原
（平野☎090-9068-3984）

と　き
ところ 松ケ原集会所
地産農産物・食品加工品・手芸工芸品直売
問い合わせ

９月７日・14日・21日・28日 10時～

こぶしの里
松ケ原

～集う楽しさ。出会う楽しさ～

毎 週
問い合わせ 県西部保健所

　検査は匿名で受けられ、プライバシー
は厳守されます。感染に心あたりがある
方は、ためらわずにすぐ検査を受けましょ
う。※検査は無料で、予約が必要です。

☎０８２９-32-１１８１HIV(エイズ)抗原・抗体検査
肝炎ウイルス検査
梅毒検査

申し込み
と こ ろ
と き

県西部保健所へ

予約制匿名 無料

県西部保健所  (廿日市市桜尾2-2-68)
９月18日㈬  9時～12時/13時～15時

● 掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

と
き
９
月
21
日
㈯
10
時
〜
12
時
▼

と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
対
象
終
活
に

関
心
の
あ
る
方
▼
講
師
米
倉
久
詠

さ
ん（
終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）▼
定

員
24
人（
申
込
順
）▼
持
参
品
筆
記

用
具
▼
申
し
込
み
９
月
２
日
㈪
か

ら
電
話
ま
た
は
直
接
栄
公
民
館
へ
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

メ
ー
プ
ル
ヒ
ル
病
院

合
併
型
セ
ン
タ
ー

☎
57
７
４
６
１

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」と
は
、認

知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、認

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守

り
支
援
す
る「
応
援
者
」の
こ
と
で

す
。認
知
症
の
症
状・
種
類・
治
療

法・関
わ
り
方・予
防
法
な
ど
、一
緒

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
９
月
19
日
㈭
14
時
〜
15
時
30

分
▼
と
こ
ろ
市
立
図
書
館
▼
内
容

認
知
症
の
症
状
や
関
わ
り
方
、予
防

法
な
ど
に
加
え
、図
書
館
に
所
蔵
し

て
い
る
認
知
症
関
連
の
図
書
も
紹

介
し
ま
す
。▼
対
象
市
内
在
住
ま
た

は
勤
務
の
方
▼
講
師
西
村
幸
雄
さ

ん（
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
）▼

申
し
込
み
９
月
13
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
氏
名
、電
話
番
号
、住
所（
市
町

ま
で
）を
メ
ー
プ
ル
ヒ
ル
病
院　
合

併
型
セ
ン
タ
ー
へ
。

理
の
方
法
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。経
験
の
あ

る
方
、こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
思
う

方
に
は
参
考
に
な
る
話
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

と
き
９
月
17
日
㈫
13
時
30
分
〜
15

時
30
分
▼
と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
対

象
家
庭
菜
園
に
関
心
の
あ
る
方
▼

講
師
岡
本
尚
登
さ
ん（
大
竹
ア
グ
リ

セ
ン
タ
ー
営
農
指
導
員
）▼
定
員
18

人（
申
込
順
）▼
持
参
品
筆
記
用
具

▼
申
し
込
み
９
月
２
日
㈪
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
栄
公
民
館
へ
。

終
活
を
考
え
る
講
座

「
人
生
１
０
０
年
時
代
を
か
っ

こ
よ
く
軽
や
か
に
生
き
よ
う
」

〜
家
族
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に

今
日
か
ら
で
き
る
生
き
方
改
革
！
〜

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
が
ど
ん
ど

ん
延
び
て
い
る
中
、核
家
族
化
も
進

み
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え

て
い
ま
す
。で
き
る
だ
け
家
族
に
迷

惑
を
か
け
な
い
た
め
に
必
要
な
準

備
と
は
何
か
。離
れ
て
暮
ら
す
家
族

に
自
分
の
気
持
ち
を
ど
う
や
っ
て

伝
え
た
ら
よ
い
の
か
。１
０
０
歳
ま

で
元
気
に
か
っ
こ
よ
く
生
き
る
た

め
に
、今
の
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

学
び
、今
日
か
ら
始
め
る
こ
と
が
で

き
る
実
践
講
座
で
す
。

講
座

す
っ
ぱ
い
の
が
苦
手
な

お
酢
屋
さ
ん
の
お
話

〜
美
味
を
醸
す
。
創
業
97
年

三
国
酢
の
歴
史
と
食
の
文
化
〜

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

と
き
９
月
29
日
㈰
10
時
〜
11
時
▼

と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
対
象
大
竹
の

歴
史
、お
酢
に
関
心
の
あ
る
方
▼
内

容（
前
半
）昭
和
３
年
創
業
か
ら
の

三
国
酢
の
歴
史
と
、今
日
ま
で
の
試

練
、商
品
誕
生
秘
話
な
ど（
後
半
）お

酢
の
意
外
な
楽
し
み
方
▼
講
師
国

木
昭
宏
さ
ん（
三
国
酢
造
株
式
会
社

社
長
）▼
定
員
24
人（
申
込
順
）▼
持

参
品
筆
記
用
具
▼
申
し
込
み
９
月

２
日
㈪
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
栄

公
民
館
へ
。

家
庭
菜
園
教
室

〜
お
う
ち
で
で
き
る
秋・冬
野

菜
の
育
て
方・管
理
の
方
法
を

教
え
ま
す
！
〜

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

　

こ
れ
か
ら
秋
野
菜・
冬
野
菜
を

作
っ
て
い
く
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま

す
。白
菜
、大
根
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
、玉

ね
ぎ
な
ど
の
植
え
方・育
て
方
や
管

キ
レ
イ
Ｕ
Ｐ
運
動
教
室

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

　

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
や
マ
ッ
ト

を
使
っ
た
体
幹
運
動・簡
単
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
な
ど
を
行
い
ま
す
。運
動
が

苦
手
な
方
も
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

と
き
10
月
７
日
㈪
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
▼
と
こ
ろ
に
じ
い
ろ
こ
ど
も
園

２
階
▼
対
象
市
内
在
住
の
20
代
か
ら

50
代
の
女
性（
妊
娠
中
の
方
は
参
加

で
き
ま
せ
ん
）▼
講
師
三
田
美
雪
さ

ん（
運
動
ト
レ
ー
ナ
ー
）▼
参
加
料
20

円（
傷
害
保
険
料
）▼
持
参
品
運
動
の

で
き
る
服
装
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み

物
▼
申
し
込
み
不
要【
託
児
】定
員
３

人（
申
込
順
）開
催
日
の
３
日
前
ま
で

に
電
話
で
保
健
医
療
課
へ
。【
託
児

料
】１
人
20
円（
傷
害
保
険
料
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、講
座
当
日
９
時

ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。当
日

は
お
子
さ
ん
の
検
温
を
し
、
発
熱・

咳・鼻
水
な
ど
の
風
邪
症
状
、体
調
不

良
な
ど
の
症

状
が
あ
れ
ば
、

利
用
を
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

マロンの里交流館
☎55ｰ0055

問い合わせ

と　き
ところ マロンの里交流館

（栗谷町大栗林195-12）
地場農産物がそろっています。
ぜひお越しください。

９月７日㈯ 10時～

問い合わせ

と　き

ところ

９月22日（日）
10時～12時
コミュニティサロン玖波

玖波まちづくり振興会（中川 ☎57-7770）

地元の野菜や魚、加工品から
ここでしか買えないものま
で、幅広い品ぞろえの朝市。
子ども向けのコーナーも
あり、年齢を問わず
楽しめます。
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

● 掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

催
し

大
正
琴
定
期
演
奏
会

問
い
合
わ
せ（
上
田
宅
）

☎
52
５
８
２
０

　
市
文
化
協
会
大
正
琴
部
が
、定
期

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
９
月
28
日
㈯
13
時
開
演（
12
時

30
分
開
場
）▼
と
こ
ろ
ア
ゼ
リ
ア
お

お
た
け

県
警
音
楽
隊
が
や
っ
て
く
る
！

〜
安
全
安
心
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
in
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ
〜

玖
波
公
民
館 

☎
57
７
０
８
４

　

ま
ち
の
お
ま
わ
り
さ
ん（
警
察
）

を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、

安
全
安
心
な
ま
ち
を
提
案
。県
警
音

楽
隊
の
圧
巻
の
演
奏
を
聴
き
ま

し
ょ
う
。オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
知
恩
保

育
園
児
も
登
場
し
ま
す
。

と
き
９
月
15
日
㈰
13
時
30
分
〜
15

時（
受
け
付
け
13
時
か
ら
）▼
と
こ

ろ
玖
波
公
民
館
大
ホ
ー
ル
▼
内
容

（
13
時
30
分
〜
）
警
察
に
よ
る
交
通

安
全
の
講
話（
14
時
〜
）県
警
音
楽

隊
演
奏
▼
協
力
広
島
県
警
察（
大
竹

警
察
署
）
▼
定
員
１
０
０
人
程
度

（
申
込
順
）
▼
申
し
込
み
９
月
２
日

㈪
か
ら
玖
波
公
民
館
へ
。

第
２
回「
ス
マ
ホ
活
用
術
」

〜
ス
マ
ホ
の
基
礎
を
学
ぶ
〜

総
合
市
民
会
館

☎
53
６
６
７
７

　

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
け
れ
ど

使
い
方
が
い
ま
ひ
と
つ
分
か
ら
な

い
と
い
う
方
向
け
の
基
礎
講
座
を

実
施
し
ま
す
。今
回
の
み
の
参
加
も

可
能
で
す
。

と
き
９
月
19
日
㈭
10
時
〜
12
時
▼

と
こ
ろ
総
合
市
民
会
館
▼
対
象
市

内
在
住・在
勤
の
方
優
先
▼
内
容
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
基
礎　

前
編
▼
持
参
品

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、筆
記
用
具
▼
講

師
古
川
和
人
さ
ん（
生
涯
学
習
指
導

者
人
材
バ
ン
ク
）▼
定
員
20
人（
申

込
順
）▼
申
し
込
み
９
月
２
日
㈪
９

時
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
へ
。

も
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
▼
と
こ
ろ

ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
▼
講
師
香
川
晶

則
さ
ん（
市
企
画
財
政
課
市
史
担
当
）

▼
申
し
込
み
第
１
回
は
９
月
７
日

㈯
、第
２
回
は
11
月
１
日
㈮
ま
で
に

総
合
市
民
会
館
、ア
ゼ
リ
ア
お
お
た

け
お
よ
び
各
公
民
館
に
置
い
て
あ
る

チ
ラ
シ
の
申
込
書
を
各
窓
口
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

市
制
施
行

70
周
年
記
念
歴
史
講
座

「
郷
土
大
竹
今
昔
物
語
」

〜
市
域
の
足
跡
を
回
顧
し
て
〜

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

　

大
竹
市
は
古
代
山
陽
道
か
ら
近

世
西
国
街
道
へ
、東
西
文
化
が
交
差

す
る
立
地
条
件
が
整
い
、西
中
国
山

地
と
瀬
戸
内
海
の
自
然
と
文
化
に

よ
り
育
ま
れ
ま
し
た
。有
史
以
来
、

幾
多
の
荒
波
を
受
け
、近
代
化
と
と

も
に
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。郷
土
大

竹
の
今
昔
物
語
を
楽
し
く
お
話
し

し
ま
す
。

と
き
９
月
15
日
㈰
10
時
〜
12
時
▼

と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
対
象
郷
土
史

に
関
心
の
あ
る
方
▼
講
師
佐
々
木

卓
也
さ
ん（
歴
史
地
理
学
研
究
家
）

▼
定
員
24
人（
申
込
順
）▼
持
参
品

筆
記
用
具
▼
申
し
込
み
９
月
２
日

㈪
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
栄
公
民

館
へ
。

講
座

「
新
発
見
！
宮
島
」

〜
写
真
で
巡
る
㊙
ス
ポ
ッ
ト
〜

玖
波
公
民
館 

☎
57
７
０
８
４

　

写
真
を
見
な
が
ら
一
緒
に
旅
し

ま
せ
ん
か
。ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

「
宮
島
」
の
穴
場
を
散
策
し
ま
し
ょ

う
。

と
き
９
月
21
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

時
▼
と
こ
ろ
玖
波
公
民
館
▼
内
容

○
宮
島
の
海
岸
一
周
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
宮
島
の
山（
Ｓ
Ｅ
Ｅ　
Ｔ
Ｏ　
Ｓ

Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）○
歴
史
の
眠
る
宮
島

の
遺
跡
▼
講
師
高
木
秀
生
さ
ん

（『
宮
島
を
歩
く
』著
者
）▼
定
員
25

人
程
度（
申
込
順
）▼
申
し
込
み
９

月
２
日
㈪
か
ら
玖
波
公
民
館
へ
。

市
制
施
行
70
周
年
記
念

歴
史
講
演
会

市
歴
史
研
究
会（
村
岡
）

☎
52
３
７
７
４

　

大
竹
市
は
ど
の
よ
う
に
し
て
誕

生
し
発
展
し
て
き
た
の
か
、２
回
シ

リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

と
き（
第
１
回
）９
月
14
日
㈯「
大
竹

市
誕
生
！
」（
第
２
回
）11
月
16
日
㈯

「
市
制
施
行
か
ら
の
20
年
！
」ど
ち
ら

今 後 の 予 定
日　程 内　容

10月17日 LINEの基礎　後編

11月21日 スマホカメラと写真整理

12月19日 インターネットの検索機能

1月16日 JRやバスの時刻表などの乗換案内

2月20日 ネットでお買い物　キャッシュレス

毎月第３木曜日10時～12時に実施予定です。

( 前 年 同 期 比 増 減 な し )
発生件数

( 前 年 同 期 比  0 人 増 )
死 者 数!

!

!

( 前 年 同 期 比  5 人 減 )
負傷者数

交通事故統計情報
件

人

人※令和６年の発生件数、
　負傷者数は概数です。

交通事故
発生状況

（7月末日現在）

スローガン『今日もまた　あなたの無事故　待つ家族』スローガン『今日もまた　あなたの無事故　待つ家族』

２
16
2

２

15

おおたけ水産GOGO市実行委員会（くば漁業協同組合内）☎57ｰ7034問い合わせ

と　き
ところ「たいたいこんぼ」

（くば漁業協同組合内施設
玖波３丁目８番13号）
※来場者の状況により
　時間は変更になる
　ことがあります。

９月21日㈯ 9時30分～

● 掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

ズ
、運
動
の
で
き
る
服
装
▼
申
し
込

み
電
話
で
ボ
ク
シ
ン
グ
協
会
へ
。

相
談

税
理
士
税
務
相
談
会

市
民
税
務
課 

☎
59
２
１
２
８

　

中
国
税
理
士
会
所
属
の
税
理
士

が
、税
金
の
種
類
を
問
わ
ず
、無
料

で
相
談
を
受
け
ま
す
。秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、気
軽
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。な
お
、中
止
の
場
合
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

と
き
９
月
12
日
㈭
13
時
〜
16
時（
１

人
30
分
）▼
と
こ
ろ
市
役
所
▼
申
し

込
み
市
民
税
務
課
へ
。

不
動
産
の
無
料
相
談
会

広
島
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎ 

０
８
２-

２
２
８-

５
１
０
０

と
き
10
月
２
日
㈬
10
時
〜
16
時（
受

け
付
け
15
時
30
分
ま
で
）▼
と
こ
ろ

廿
日
市
会
場（
廿
日
市
市
役
所
）▼

内
容
不
動
産
鑑
定
士
、税
理
士
に
よ

る
不
動
産
の
鑑
定
価
格
、賃
料
、交

換
、税
金
、そ
の
他
不
動
産
に
関
す

る
相
談
▼
申
し
込
み
当
日
会
場
で

受
け
付
け
。

ボ
ク
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

女
性
コ
ー
ス
生
徒
募
集
中

ボ
ク
シ
ン
グ
協
会（
小
出
）

☎ 

０
９
０-

７
９
７
９-

６
８
４
６

　

女
性
限
定
の
練
習
日
を
新
た
に

設
け
ま
す
。ま
ず
は
見
学
や
体
験
に

来
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
毎
週
木
曜
日
17
時
30
分
〜
19

時
▼
と
こ
ろ
旧
小
方
中
学
校
体
育

館
２
階
▼
対
象
市
内
ま
た
は
近
郊

に
在
住
の
女
性

▼
参
加
料
月
額

２
０
０
０
円

（
入
会
金
無
料
）

▼
申
し
込
み
ボ

ク
シ
ン
グ
協
会

へ
。健

康
ボ
ク
シ
ン
グ
教
室

ボ
ク
シ
ン
グ
協
会（
小
出
）

☎ 

０
９
０-

７
９
７
９-

６
８
４
６

　

健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
ボ
ク

シ
ン
グ
の
体
験
講
座
で
す
。シ
ャ

ド
ー
ボ
ク
シ
ン
グ
や
ミ
ッ
ト
打
ち

を
体
験
で
き
ま
す
。こ
の
機
会
に
汗

を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
９
月
28
日
㈯
14
時
30
分
〜
15

時
30
分
▼
と
こ
ろ
旧
小
方
中
学
校

体
育
館
２
階
▼
講
師
小
出
義
生
さ

ん（
大
竹
ボ
ク
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会

長
）
ほ
か
▼
持
参
品
屋
内
シ
ュ
ー

き
て
く
だ
さ
い
。

と
き
毎
週
火・
木・
土
曜
日
18
時
〜

20
時
▼
と
こ
ろ
総
合
体
育
館
２
階

武
道
場
▼
対
象
小
学
１
年
生
〜
高

校
３
年
生
▼

参
加
料
入
会

金
３
０
０
０

円
・
月
額

１
０
０
０
円

▼
申
し
込
み

電
話
で
剣
道

連
盟
へ
、
ま

た
は
直
接
武

道
場
へ
。

ボ
ク
シ
ン
グ
強
化
大
会

ボ
ク
シ
ン
グ
協
会（
小
出
）

☎ 

０
９
０-

７
９
７
９-

６
８
４
６

　
今
回
で
第
10
回
目
と
な
る
、ボ
ク

シ
ン
グ
の
強
化
大
会
で
す
。主
要
大

会
へ
の
出
場
を
目
指
す
選
手
が
大

竹
に
集
ま
り
、実
戦
形
式
の
ス
パ
ー

リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。観
覧
は
自
由

で
す
。

と
き
10
月

６
日
㈰
11

時
〜
▼
と

こ
ろ
旧
小

方
中
学
校

体
育
館
２

階

岩
国
矯
正
展

岩
国
刑
務
所 

☎
41
０
１
３
８

矯
正
施
設
の
果
た
し
て
い
る
役
割

の
理
解
と
協
力
を
得
る
ほ
か
、地
域

と
の
交
流
の
場
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

と
き
10
月
５
日
㈯
９
時
〜
15
時
▼

と
こ
ろ
岩
国
刑
務
所（
岩
国
市
錦
見

６-

11-

29
）▼
内
容
矯
正
行
政
の
広

報
、
刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
、

萩
焼
体
験
コ
ー
ナ
ー
、ダ
ン
ス
ス
タ

ジ
オ
演
舞
、
幼
稚
園・
保
育
園
の
発

表
会
、パ
ト
カ
ー・白
バ
イ・消
防
車

の
展
示
、
餠
ま
き
、
ピ
ザ・
ク
レ
ー

プ
、角
煮
ま
ん
、カ
レ
ー
な
ど
の
移

動
販
売
車（
飲
食
ス
ペ
ー
ス
あ
り
）

な
ど
。

ス
ポ
ー
ツ

少
年
少
女
剣
士
募
集

剣
道
連
盟
事
務
局（
大
原
）

☎ 

０
８
０-

７
３
９
６-

２
２
０
８

　

剣
道
を
通
し
て
心
と
体
が
た
く

ま
し
く
育
ち
、「
強
く
や
さ
し
い
人
」

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
指

導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。女
性
指
導

者
も
い
ま
す
。ま
ず
は
一
度
見
学
に

納期限
令和６年度

■国民健康保険料（３期）
■後期高齢者医療保険料（３期）
■介護保険料（３期）納期限
ご注意ください

問い合わせ
市民税務課 ☎59-2127

○納めるときは、納付書を使用してください。
○納付場所は納付書裏面を確認してください。

9月30日月

令和６年度
消防団員募集
消防団は若い力、女性の力を
必要としています。
自分の大切な町、大切な人を
一緒に守りましょう。
問い合わせ　消防本部消防総務課
☎53-7708

入団申請
はこちらから。

問い合わせ 危機管理課 ☎ 59-2119
米海兵隊岩国基地は、
焼却処理できない弾薬を
同基地沖合3.5㎞に位置する
姫子島で爆破処理しています。
処理予定日は、情報が入り次第、
市ホームページに掲載します。

市ホームページ
はこちらから。

米軍による弾薬処理
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夏
の
体
験『
こ
ど
も
天
国
』

玖
波
公
民
館

　
夏
休
み
恒
例
の『
こ
ど
も
天
国
in
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。企
業
や
団
体
、警
察
、消
防
な
ど
が
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
ブ
ー
ス
を

設
け
、子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
み
ま
す
。今
回
初
め
て

出
展
し
た
防
災
士
の
吉
川
健
治
さ
ん（
和
木
町
）は
、防
災
に
関
す
る

啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
、ビ
ニ
ー
ル
袋
で
防
災
ず
き
ん
、新
聞
紙
で

ス
リ
ッ
パ
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ラ
ン
タ
ン
作
り
を
指
導
。「
日
用
品
か

ら
こ
う
し
た
防
災
グ
ッ
ズ
が
で
き
る
こ
と
も
知
っ
て
お
い
て
ほ
し

い
」と
訴
え
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
青
年
部（
広
島
銀
行
）は
、お
金
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ

を
出
題
。「
ど
う
し
て
硬
貨
は
丸
い
の
か
？
」「
お
札
に
肖
像
画
が
使
わ

れ
る
の
は
な
ぜ
？
」な
ど
の
問
題
に
家
族
と
挑
戦
し
た
齋
藤
旭
く
ん

（
大
竹
小
５
）は
、家
族
内
で
も
答
え
は
そ
ろ
わ
ず「
難
し
か
っ
た
け
れ

ど
、た
め
に
な
り
ま
し
た
」と
の
感
想
。お
金
の
知
識
が
少
し

ば
か
り
蓄
え
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

1 大竹高校の演奏で幕開け 2 カラフルなボール
をいっぱいすくって 3 同級生で参加「かんれきー
ず」のマツケンサンバ 4 スペイン通りのスナイ
パー！ 5 楽しそうな浴さんたち 6 ゲームもいっ
ぱい 7 大瀧太鼓むすひ衆の激しい演奏 8「焼き
鳥いかがですか～」9 じゃんけん大会で新井監
督のユニフォームゲット。

　土曜の夜は最高潮
大竹駅前商店街
　夏の風物詩『土曜夜市』が、昨年に引き続き開催され、スペイ
ン通り、ふれあい通りに並んだ出店で飲食やゲームを楽しむ
多くの姿が見られました。ふれあい通りの駐車場に設けられ
たステージは、大竹高校吹奏楽部の演奏で幕を開け、ダンスパ
フォーマンスや、懐かしの歌謡曲の熱唱、和太鼓演奏に観客か
ら拍手が送られていました。家族で訪れた浴隼人さん（油見）
は「コロナ禍でこういう場もなかったけれど、友達家族と出
会って話し込めたのも久しぶりでうれしいですね」と楽しそ
うな表情。クライマックスは、賞品のカープユニフォーム争奪
のじゃんけん大会で幕を閉じました。

1 ビニール袋の防災ずきん、新聞紙のス
リッパを作ったよ 2 お金に関するクイ
ズ。家族で答えがそろいません 3 うまく
釣り上げられるかな 4 大にぎわいの『こ
ども天国』。

イベントなどで撮影した写真は、「広報おおたけ」、市ホームページ、市公式SNSや市の刊行物で
使用するほか、マスメディアなどに提供することがあります。

PART2

7/27
SAT

7/21
SUN

12

6 5

89

7

4 3

1

2

3
4

親
子
で
人
気
メ
ニ
ュ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

給
食
セ
ン
タ
ー

　
学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
の
調
理
体
験
が

行
わ
れ
、市
内
の
児
童
と
保
護
者
16
組
40

人
が
参
加
し
ま
し
た
。献
立
は
、学
校
で
大

人
気
の
チ
キ
ン
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、か
み
か

み
サ
ラ
ダ
、ク
ラ
ッ
シ
ュ
ぶ
ど
う
ゼ
リ
ー
、

牛
乳
で
す
。し
っ
か
り
と
手
洗
い
し
た
後
、

３
班
に
分
か
れ
て
調
理
開
始
。い
つ
も
は

入
る
こ
と
の
で
き
な
い
調
理
室
や
大
き
な

調
理
器
具
に
参
加
者
は
興
味
津
々
な
様
子

で
し
た
。み
ん
な
で
協
力
し
て
作
っ
た
給

食
は
お
か
わ
り
に
長
い
列
が
で
き
る
ほ
ど

お
い
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。直
田
ゆ
い
さ

ん（
小
方
小
５
）は「
大
き
な
釡
で
食
材
を

混
ぜ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」と
満
足
そ
う
で
し
た
。

干潟の役割や環境を学ぶ
小瀬川河口・リサイクルセンター

　『小瀬川干潟観察会』が行われ、15組40人が参
加しました。最初に、生きものの探し方や注意事項
などの説明を受け、干潟へ出発。貝掘りや地引網な
どの道具を使って、たくさんのエビやカニなどを
見つけ、参加者は大喜び。採集した生きものは、リ
サイクルセンターに持ち帰り観察しました。今回
が初めての参加の中島大晴くん（大竹小１年）は

「カニやヤドカリ、エビなどを計10匹以上捕まえ
ることができて楽しかった」と話してくれました。

3 でっかいカニを捕ま
えたぞ 4 生きものをた
くさん捕まえた中島く
ん 5 網にかかった生き
ものを探します。

2 引き上げた網に興味
津々。

1
み
ん
な
で
協
力
し
て
地
引
網

を
引
っ
ぱ
り
ま
す
。

1 大きな釜でカレーを
力いっぱ い混ぜます
2 順番に盛り合わせ
ていきます 3 カレーお
いしい！

８月４日　早朝のアゼリアおおたけの駐車場
に勢ぞろいしたのは、丹精込めた朝顔の鉢。大
竹地区社会福祉協議会の『朝顔づくり展』は、
コロナ禍や台風などで中止を挟みながらも半
世紀を超える歴史を誇り、今回で44回を数え
ます。今年は昨年を上回る51の作品がエント
リー。参加者の投票で各賞が選ばれます。審査
委員長の三上武志さんは「花、つる、葉がそ
ろって朝顔。葉がしっかりしていないと花が
引き立ちません。しっかり日に当ててやり水
やりを欠かさないことが大切」とアドバイス。
今年は長雨や猛暑の影響で、花の付きが今一
つという中でも、最も票を集めた向井千恵美
さん（油見）は、入賞の常連。「４段のリングに
平均してつるを巻きつかせることが工夫した
ところ」。手間をかけた分がむくわれた喜びの
声でした。

７月30日　地域学校協働本部が主催の「お
おたけっ子らんらんカレッジサマースクー
ル」の体験教室の一つとして、大竹国際交流
協会が総合市民会館で『英語でおしゃべり
クッキング』を開催し、小学生23人が参加し
ました。講師のオークリー・コークさんは、岩
国市の中学校でALT（外国語指導助手）をし
ている方で、英会話のミニ講座や英語でのコ
ミュニケーションなどを交えながらの楽し
いクッキングとなりました。メニューは、
ジャマイカでは定番のファストフードで、文
化の一部となっているジャマイカンビーフ
パティ。生地や具作りに一から挑戦し、難し
い工程は上級生が下級生に教えてあげるな
ど、班員全員で協力して作り上げました。
コーク先生は「楽しかったね。またぜひやり
たいよ」と笑顔で話してくれました。

７月27日・28日　自作のプラモデルやフィ
ギュアを展示したり、その場で手軽に模型を
作ったりする『プラモデルづくりクラブ』がサ
ントピアおおたけで開催され、土・日曜日合わ
せて75人が訪れました。企画した地域包括支
援センターの生活支援コーディネーターの浴
肇さんは「趣味のことだったら家に引きこもら
ず積極的に外に出て行ける。こうした場で多世
代の人と交流すれば介護予防になるのでない
かとの思いで企画しました。今後は２カ月に１
回くらいのペースで開催したい」と考えている
ようです。会場に所狭しとばかりに並べられた
自慢の作品の数々。そこに込められた思いを語
り合う声が聞こえてきます。岩国市から来た三
原悠暉くん（小１）は、人気キャラクターのプラ
モデルを作り「簡単だったよ」と満足げな表情
でした。次回は９月７日㈯10時～15時。

7/20
SAT

7/25
THU

1

2

3

4

5

12

3
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10月の情報ステーション
先取 り

2024 OCT.

市の人口（ ８月１日現在 ）

人　口 25,470 人
（男）12,479人 （女）12,991人

世帯数 12,790 世帯

健
康
・
子
育
て

乳 児 健 康 相 談
〔保健医療課〕☎59-2140 15日㈫ にじいろこども園

２階
通知に記載された

時間にお越しください｡
対　象：対象者に通知します。
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

1歳 6カ月児健康診査
〔保健医療課〕☎59-2140 16日㈬ にじいろこども園

２階
通知に記載された

時間にお越しください｡
対　象：対象者に通知します。
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

3 歳 児 健 康 診 査
〔保健医療課〕☎59-2140 17日㈭ にじいろこども園

２階
通知に記載された

時間にお越しください｡
対　象：対象者に通知します。
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

10 カ 月 児 面 談
〔保健医療課〕☎59-2140 10日㈭ どんぐりHOUSE

（にじいろこども園１階）
通知に記載された

時間にお越しください｡
対　象：令和５年12 月生まれの子どもと保護者
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

パ パ マ マスクール
〔保健医療課〕☎59-2140 20日㈰ にじいろこども園

２階 10：00～12：00
対　象：妊婦さんとその家族（６組程度）
内　容：夫婦 2 人で出産・育児を
持参品： 親子（母子）健康手帳、父子手帳、筆記用具、飲み物
開催日の３日前までに予約してください。

も ぐ ぱ く ひ ろ ば
〔保健医療課〕☎59-2140 22日㈫ にじいろこども園

２階
10：30～12：00

（受け付け10時から）

対　象：生後８か月から１才６か月まで（６組程度）
内　容：大人からの取り分けのコツ、
　　　  おすすめ手づかみ食べメニュー、個別栄養相談
持参品：親子（母子）健康手帳、バスタオル、筆記用具、赤ちゃん用の飲み物
開催日の３日前までに予約してください。

相　
　
　
　
　

談

法 律 相 談
〔企画財政課〕☎59-2124 8日㈫ 市 役 所 13：00～16：00

（1人30分）
相談員：司法書士
相談は予約が必要です。（９月11日㈬から受付開始）

行　 政　 相　 談
〔企画財政課〕☎59-2124 10日㈭ 市 役 所 13：00～15：00 相談員：行政相談委員

相談は予約を優先します。

司法書士による法律相談
〔社会福祉協議会〕☎52-2275

第３
木曜日 サントピア大竹 13：00～16：00

（1人30分程度）
相談員：司法書士
相談は予約が必要です。

よりそいサポートセンター
☎35-5300

月曜日～
金曜日 サントピア大竹 9：00～17：00 内　容：生活困窮者の自立に関する相談

メールアドレス：yorisoi@otake-shakyo.or.jp

家 庭 児 童 相 談 室
〔福祉課〕☎59-2151

月曜日～
金曜日 市 役 所 9：00～16：00 相談員：家庭相談員、母子・父子自立支援員

内　容：子ども、母子・父子に関する相談

市消費生活センター
☎57-3236 火・金曜日 市 役 所 9：00～16：00 消費生活全般の相談や問い合わせ

障がい者相談支援センター
☎52-0167  ℻ 53-8122

月曜日～
金曜日 サントピア大竹 8：30～17：15 内　容：障害に関する相談

メールアドレス：soudan@otake-shakyo.or.jp

地域活動支援センターみらい
☎59-0223

月曜日～
土曜日

医 療 法 人 社 団
知　 仁　 会 9：00～17：00 精神の障害に関する相談

障 害 相 談
〔福祉課〕
☎59-2150  ℻ 57-7185

月曜日～
金曜日 市 役 所 8：30～17：00 内　容：障害に関する相談

メールアドレス：fukushi@city.otake.hiroshima.jp

市地域包括支援センター
☎53-1165

月曜日～
金曜日 サントピア大竹 8：30～17：15 介護保険の利用手続き・高齢者に関する相談など

市認知症対応・玖波地区
地 域 包 括 支 援 センター
☎57-7461

月曜日～
土曜日

医 療 法 人 社 団
知　 仁　 会 8：30～17：30 認知症に関する相談（全市）・玖波地区の介護保険の

利用手続き・高齢者に関する相談など

こ ど も 相 談
〔教育委員会〕☎54-0021

月曜日～
金曜日 こ ど も 相 談 室 8：30～15：00 電話や面接による子どもと保護者を対象とした相談

（時間外を希望の方は事前に連絡を）

女性の人権ホットライン 月曜日～
金曜日 0570-070-810 8：30～17：15 DV、セクハラなどの女性の人権についての相談

子どもの人権 110 番 月曜日～
金曜日

0120-007-110
（無料） 8：30～17：15 いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権についての相談

年 金 相 談
〔広島西年金事務所〕☎082-535-1505

毎週
火曜日 商 工 会 議 所 10：00～12：00

13：00～15：30
年金などの相談・手続きなど
相談は予約が必要です。（前週金曜正午までに）

下の表の情報は10月のものです｡

休日診療所   診療日：日曜日・祝日
診療時間：９時～12時、13時～17時
ところ：立戸2丁目1番16号　☎52-0330
診療科：内科系・外科系
事前に連絡してください。密を避けるため、できるだけ自
家用車でお越しください。現在、医薬品が納品されにくい
状況が続いています。そのため、症状によっては希望に添
えない場合があります。

９月～10 月（上旬）のお知らせ
休 日 診 療 休日水道修理・使用開始（開栓）

9月1日㈰ 今五産業㈲ 北 栄 ☎52-2529

7日㈯ ㈲成亜総合設備 本 町 １ ☎52-2501

8日㈰ ㈱ゲイナンハウス 立 戸 ３ ☎54-1111

14日㈯ 大成テクノ㈱ 南 栄 ３ ☎45-1900

15日㈰ ㈲浜崎工業所 西 栄 ３ ☎52-3365

16日（月・祝） 二階堂商事㈲ 油 見 ３ ☎52-2043

21日㈯ ㈱竹内 玖 波 ６ ☎57-8300

22日㈰ ㈲プロ・コーポレイション 木 野 １ ☎53-6131

23日（月・振） 奥田設備㈱ 西 栄 ２ ☎28-0185

28日㈯ 今五産業㈲ 北 栄 ☎52-2529

29日㈰ ㈲成亜総合設備 本 町 １ ☎52-2501

10月5日㈯ ㈱ゲイナンハウス 立 戸 ３ ☎54-1111

6日㈰ 大成テクノ㈱ 南 栄 ３ ☎45-1900
※個人給水管の修理は自己負担になります。
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1号広告

２号広告

医療法人社団 いちご会

介護付有料老人ホーム コリーナ小方

☏59-1555

インスタグラムアカウント
@collinaogata

公式ホームページ
https://collinaogata.com/

〒739-0628
広島県大竹市小方ケ丘6－27

一般型特定施設入居者生活介護・介護予防特定施設入居者生活介護

規　格 広  告  料（税 込）
市内業者

30,000円

25,000円

50,000円

15,000円

色

黒１色

黒１色

印刷用４色

印刷用４色

1号  縦10㎝×横8.3㎝
2号  縦4.7㎝×横8.3㎝

3号  縦4.7㎝×横17㎝

4号  縦4.7㎝×横8.3㎝

40,000円

30,000円

60,000円

20,000円

市外業者

問い合わせ　企画財政課 ☎59-2124

※発行部数／約12,400部（月1回発行）

広 告 募 集広報紙
申し込み方法など、詳し
くは市ホームページを
ご覧ください。

在宅当番医   診療時間：9時～17時
診療時間内にご利用ください。原則として往診は行いま
せん。
変更の場合もあります。
市ホームページの「休日夜間当番医」を確認してください。

9月8日㈰ 耳鼻咽喉科村上クリニック 元 町 １ ☎52-1133
29日㈰ 津村眼科医院 西 栄 2 ☎52-4856

1号広告

ケミカルフェスタ 開催のお知らせ
広島事業所にて秋祭り「ケミカルフェスタ」を開催しま
す！大竹市近郊の飲食店様が多数出店、従業員も出店
します。さまざまな団体によるステージ披露、当社製品
を使った工作教室や子ども向け屋台ゲームなど、皆さ
んに楽しんでいただけるようなイベントを企画してお
りますので、ぜひご来場ください。

日　時：2024年10月5日（土）11:00～15:00
場　所：広島事業所　レイヨングラウンド
問合先：三菱ケミカル（株）総務管理グループ
　　　　TEL　52-2741

大竹市の特産品を
使った物産品や食事を
用意しています

祭りの詳細は
こちら！

3435 OTAKE 2024（令和6）.9OTAKE 2024（令和6）.9

●掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。


